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報
告
第
４
号

専
決
処
分
の
報
告
ớ
損
害
賠
償
Ờ

市
営
バ
ス
の
車
両
事
故
に
つ
い

て
ỏ
損
害
を
賠
償
す
る
も
の

契
約
相
手
と
の

協
議
内
容
は

香
南
市
営
バ
ス
運
行
中
に
起
き
た

物
損
事
故
に
お
け
る
ỏ
契
約
相
手
方

と
の
話
し
合
い
は
Ố
ま
た
ỏ
バ
ス
の

修
理
代
は
幾
ら
か
Ố

問

協
議
し
て
決
め
る

岩
田
地
域
支
援
課
長

市
営
バ
ス
運
行
委
託
契
約
に
お
い

て
は
ỏ
自
賠
責
保
険
及
び
任
意
保
険

の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
市
が
負
担
し
ỏ

そ
の
範
囲
を
超
え
る
分
は
ỏ
委
託
事

業
者
が
負
担
す
る
Ố
な
お
ỏ
委
託
先

の
責
め
に
帰
す
場
合
の
損
害
額
は
協

議
し
て
決
め
る
と
な
ỳ
て
い
る
Ố
市

バ
ス
の
損
害
額
は
査
定
中
で
あ
り
金

額
が
確
定
し
て
い
な
い
Ố

議
案
第
２０
号

香
南
市
市
道
の
認
定

施
工
は

し
て
い
る
か

市
道
に
認
定
す
る
前
に
安
全
対
策

や
舗
装
ỏ
ガ
ồ
ド
レ
ồ
ル
の
施
工
は

し
て
い
る
か
Ố

基
準
ど
お
り

整
備
さ
れ
た
道
路

山
本
建
設
課
長

１
Ỗ
２
路
線
ỏ
道
幅
４
メ
ồ
ト
ル

未
満
の
路
線
が
あ
る
が
ỏ
他
は
基
準

ど
お
り
整
備
さ
れ
た
道
路
で
あ
る
Ố

答問答

議
案
第
２３
号

令
和
元
年
度
香
南
市
一
般
会
計
補

正
予
算
ớ
第
５
号
Ờ

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
２
７
１
７
万
５

千
円
を
減
額
し
ỏ
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
２
１
７
７
億
８
８

４
２
万
３
千
円
と
す
る
も
の

検
討
し
た
か

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ồ
ル
構
想
の
実
現

に
向
け
た
整
備
事
業
で
ỏ
現
行
の
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
活
用
す
る
こ
と
は
検
討

し
た
か
Ố更

新
す
る
計
画

山
本
学
校
教
育
課
長

今
回
の
校
内
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
ネ
ỽ
ト

ワ
ồ
ク
整
備
事
業
は
ỏ
国
か
ら
示
さ

れ
た
規
格
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い

設
備
は
更
新
す
る
計
画
で
あ
る
Ố

協
議
し
た
か

防
火
水
槽
・
ト
イ
レ
の
位
置
は
自

主
防
災
組
織
と
協
議
し
て
決
定
し
た

か
Ố 問答問

現
時
点
で
協
議
は

し
て
い
な
い

岡
㟒
防
災
対
策
課
長

南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生
時
に
活
用

で
き
る
と
考
え
ỏ
指
定
避
難
所
２５
カ

所
に
整
備
を
計
画
Ố
現
時
点
で
自
主

防
災
組
織
と
調
整
し
て
場
所
を
決
め

て
い
な
い
Ố推

進
を

図
ỳ
て
い
る
か

農
業
用
ハ
ウ
ス
で
近
代
化
の
進
ん

で
い
る
ハ
ウ
ス
と
旧
ハ
ウ
ス
が
あ

る
Ố
近
代
化
の
推
進
を
図
ỳ
て
い
る

か
Ố

見
込
ん
で
い
た

計
画
よ
り
減
少

野
島
農
林
課
長

園
芸
用
ハ
ウ
ス
整
備
事
業
は
ỏ
当

初
見
込
ん
で
い
た
計
画
よ
り
数
が
減

り
ỏ
減
額
し
た
Ố
実
績
の
中
に
は
新

規
就
農
で
３
件
ỏ
規
模
拡
大
で
４

件
ỏ
中
古
ハ
ウ
ス
が
３
件
あ
る
Ố

議
案
第
１０
号

香
南
市
自
転
車
活
用
推
進
計
画
策

定
委
員
会
設
置
条
例

本
市
だ
け
で

や
る
の
か

答問答問

３
月
定
例
会
は
ỏ
２
月
２５
日
か

ら
３
月
２４
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
Ố

専
決
処
分
２
件
の
報
告
が
さ

れ
ỏ
令
和
元
年
度
香
南
市
工
業
用

水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
ỏ
香

南
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
ỏ

香
南
市
監
査
委
員
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
ỏ
令
和
元
年
度

香
南
市
一
般
会
計
補
正
予
算ớ
第

５
号
Ờỏ
令
和
２
年
度
香
南
市
一

般
会
計
予
算
な
ど
３４
議
案
が
審

議
さ
れ
ỏ
３３
議
案
が
全
員
賛
成
ま

た
は
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
さ
れ

た
Ốそ
の
他
１
議
案
ớ
香
南
市
防

災
情
報
通
信
・
管
理
シ
ス
テ
ム
構

築
業
務
委
託
契
約
の
締
結
Ờ
は
継

続
審
査
と
な
ỳ
た
Ố

主
な
質
疑
内
容
は
以
下
の
と
お

り
Ố

Wi‒Fi
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自
転
車
活
用
推
進
計
画
策
定
委
員

の
メ
ン
バ
ồ
は
ỏ
近
隣
の
市
町
村
等

と
協
力
し
な
が
ら
策
定
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
が
ỏ
現
時
点
で
本
市
だ

け
で
や
る
の
か
Ố

本
市
だ
け
で
策
定

岡
林
商
工
水
産
課
長

産
業
振
興
計
画
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ

の
専
門
委
員
ỏ
警
察
ỏ
県
ỏ
観
光
ỏ

福
祉
の
関
係
者
と
健
康
や
生
涯
ス

ポ
ồ
ツ
を
担
当
し
て
い
る
市
の
職
員

を
構
成
メ
ン
バ
ồ
と
考
え
て
い
る
Ố

今
回
は
本
市
の
み
で
策
定
し
た
い
Ố

議
案
第
１３
号

香
南
市
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

可
能
な
ら
ば

実
施
し
て
い
く
べ
き

改
正
民
法
の
施
行
前
で
は
あ
る

が
ỏ
全
国
的
に
は
連
帯
保
証
人
規
定

を
公
営
住
宅
か
ら
廃
止
し
て
い
る
所

答問

が
多
数
あ
る
Ố
施
行
前
で
も
ỏ
法
的

に
可
能
で
あ
れ
ば
実
施
し
て
い
く
べ

き
で
あ
る
が
ỏ
認
識
は
Ố

早
急
に

対
応
し
て
い
く

村
山
住
宅
管
財
課
長

高
知
県
内
の
動
向
で
は
ỏ
ど
の
市

町
村
も
今
回
の
時
期
で
あ
り
ỏ
今
回

の
改
正
は
ỏ
住
宅
関
係
者
に
あ
ま
り

影
響
が
な
か
ỳ
た
Ố
今
後
は
近
隣
の

市
町
村
ỏ
県
と
協
議
し
ỏ
早
急
に
対

応
し
て
い
き
た
い
Ố

報
告
第
５
号

専
決
処
分
の
報
告

野
市
町
横
井
津
波
避
難
タ
ワ
ồ
建

築
主
体
工
事
に
つ
い
て
ỏ
土
質
状
況

に
よ
り
基
礎
ぐ
い
ỏ
基
礎
鋼
管
ぐ
い

の
施
工
に
補
助
的
工
法
と
し
て
の
先

行
掘
り
工
法
の
追
加
施
工
が
必
要
と

な
ỳ
た
こ
と
に
よ
る
増
額

法
的
根
拠
は

あ
る
か

ボ
ồ
リ
ン
グ
調
査
が
１
カ
所
で

は
ỏ
工
事
と
し
て
雑
で
な
い
か
Ố

３
ỏ
４
カ
所
は
調
査
す
る
べ
き
と
考

え
る
Ố
ボ
ồ
リ
ン
グ
調
査
の
法
的
根

拠
は
あ
る
か
Ố

答問

法
的
根
拠
は
な
い

岡
㟒
防
災
対
策
課
長

ボ
ồ
リ
ン
グ
の
箇
所
数
に
つ
い
て

の
法
的
根
拠
は
な
い
Ố
今
後
は
状
況

も
見
な
が
ら
必
要
に
応
じ
て
検
討
し

て
い
き
た
い
Ố

議
案
第
３７
号

香
南
市
防
災
情
報
通
信
・
管
理
シ

ス
テ
ム
構
築
業
務
委
託
契
約
の
締
結

説
明
が
十
分
に

で
き
て
い
る
か

２
億
６
千
万
円
の
随
意
契
約
に
は

疑
問
が
あ
る
Ố
議
会
に
対
し
て
事
業

説
明
が
十
分
に
で
き
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
か
Ố

全
員
協
議
会
で
説
明

岡
㟒
防
災
対
策
課
長

平
成
３０
年
３０

１１
月
以
降
ỏ
全
員
協
議

会
等
で
シ
ス
テ
ム
の
説
明
は
し
た
Ố

研
究
開
発
ỏ
実
証
実
験
を
実
施
し
て

き
た
技
術
を
応
用
し
て
お
り
ỏ
こ
の

シ
ス
テ
ム
を
構
築
で
き
る
の
は
ỏ
こ

の
会
社
し
か
な
く
随
意
契
約
と
し

た
Ố 答問答

野市町横井津波避難タワー
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放課後子ども教室推進事業
問 市内３カ所で行っているが、活動の内容は。その
他の地域で行う予定は。
答 前川 こども課長
野市、旧岸本、吉川、各小学校で開催しており、今
のところは、現在の３カ所のみの予定。主な活動内容
は、宿題や読書等の学習活動、スポーツや工作の体験
学習、地元イベントへの参加などの交流活動を行って
いる。

消防団新基準活動服購入事業
問 消防団新基準活動服の購入予算が計上されてい
るが、夏服、冬服か、あるいは夏冬兼用か。
答 山﨑 消防長
消防団の活動服の基準は数年前に変更されている。
本市の消防団は旧基準の活動服にて活動しており、今
回、新基準の活動服へ更新していく。夏冬兼用の制服
の導入を進めたい。

≪一般会計当初予算審査特別委員会での質疑応答（抜粋）≫

令和２年度当初予算案を可決しました。
一般会計予算と特別会計予算を合わせた予算総額は285億4,938万円です。

消防団基準活動服

吉川小学校放課後子ども教室
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夜須認定こども園整備事業
問 夜須認定こども園の整備に関して、高台移転や認
定こども園事業について、地域や保護者、現場の職員
等への説明の予定は。
答 前川 こども課長
今年度、まちづくり協議会と保育所、幼稚園の保護
者に対し高台移転候補地の説明を行った。当初予算が
通り次第、用地交渉を行い、めどがつけば整備計画に
ついて説明していく予定。

農地パトロール調査システム使用料
問 農地パトロール調査システムには、どのような機
能があるか。
答 中邑 農業委員会事務局長
従来は紙に出力した地図をもとに遊休農地等の農地
パトロールをしており、写真に番号を振って別途貼り
つけていた。本システムはＧＰＳで位置情報を検索す
るシステムで、前年度調査した内容と地番が表示で
き、タブレットで写真を撮影、添付できるシステムに
なっている。

情報サービス施設等設置促進事業費補助金
問 情報サービス施設等設置推進事業費補助金は、令
和２年度は２,１３５万２千円と前年比約５５０万円増額に
なっている。被補助事業者の感想は。
答 岡林 商工水産課長
昨年１２月に立地したＵＴ・キャリア社とやりとりを
する中で、本市の補助制度は他の自治体と比較しても
非常に手厚く、加えて県の助成なども受けられる場合
があり、県、市双方が非常に手厚いと好評である。

ＧＩＧＡスクール構想整備事業
問 ＧＩＧＡスクール構想では、令和５年度までに全
児童生徒に１人１台使用できるようにするということ
だが、現行の端末をどう活用していくのか。
答 山本 学校教育課長
構想では、令和２年度から小学校５、６年、中１の
端末をそろえ、順次学年ごとにそろえていく計画。現
在のパソコンは整備ができるまでリース契約を継続し
て使っていく。

※ＧＩＧＡスクール構想についてはコロナウイルス対策の一環として、オンライン授業等に備えるため、計画を前倒しするこ
ととし、令和２年度中に市内の全小中学校の全学年に端末をそろえることになりました。

ＵＴ・キャリア社の皆さん

夜須保育所

タブレットを利用した農地パトロール
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６

総
務
常
任
委
員
会
審
査

５
議
案
が
付
託
さ
れ
ỏ
審
査
し
た

結
果
ỏ
い
ず
れ
の
議
案
も
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
Ố

主
な
質
疑
内
容
は
ỏ
以
下
の
と
お

り
Ố

議
案
第
１１
号

香
南
市
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関

す
る
条
例服

務
の
宣
誓
に
つ
い
て
の

ủ
別
段
の
定
め
Ứ
と
は
Ố

北
村
総
務
課
長

会
計
年
度
任
用
職
員
が
任
用

さ
れ
る
際
ỏ
宣
誓
書
に
署
名

し
所
属
長
に
提
出
し
て
も
ら
う
Ố
宣

誓
書
の
内
容
は
正
職
員
と
同
様
の
も

の
Ố

議
案
第
１２
号

非
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

各
農
業
委
員
の
活
動
に
対
し

十
分
な
評
価
が
で
き
る
か
Ố

ま
た
ỏ
ど
こ
が
評
価
を
す
る
か
Ố

問答問

中
邑
農
業
委
員
会
事
務
局
長

活
動
記
録
簿
に
よ
り
農
業
委

員
会
事
務
局
で
十
分
精
査
す

る
Ố
活
動
報
告
は
農
業
委
員
会
会
長

宛
て
な
の
で
ỏ
そ
の
活
動
が
交
付
金

の
対
象
に
な
る
か
ど
う
か
会
長
と
も

協
議
し
ỏ判
断
し
た
上
で
交
付
す
る
Ố

産
業
建
設
常
任
委
員
会
審
査

７
議
案
が
付
託
さ
れ
ỏ
審
査
し
た

結
果
ỏ
い
ず
れ
の
議
案
も
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
Ố

主
な
質
疑
内
容
は
ỏ
以
下
の
と
お

り
Ố

議
案
第
１０
号

香
南
市
自
転
車
活
用
推
進
計
画
策

定
委
員
会
設
置
条
例

国
交
省
の
策
定
の
手
引
を
見

る
と
ỏ
検
討
す
べ
き
施
策
が

１８
項
目
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
ỏ
１
年

と
い
う
委
員
の
任
期
で
足
り
る
の

か
Ố
ま
た
ỏ
こ
の
項
目
の
多
さ
や
検

討
期
間
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
Ố

答問

岡
林
商
工
水
産
課
長

１８
項
目
を
全
て
今
回
の
自
転

車
活
用
推
進
計
画
に
入
れ
る

か
は
ま
だ
未
定
だ
が
ỏ
そ
の
中
か
ら

重
点
的
に
や
り
た
い
こ
と
を
絞
り
込

ん
だ
上
で
１
年
間
で
策
定
し
た
い
と

考
え
て
い
る
Ố

議
案
第
１６
号

香
南
市
公
営
企
業
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

６
条
の
議
会
の
同
意
を
得
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
賠
償
額
は

香
南
市
と
香
美
市
が
２０
万
円
以
上
ỏ

南
国
市
ỏ
安
芸
市
ỏ
高
知
市
が
５０
万

答問

円
以
上
と
近
隣
の
市
で
金
額
は
若
干

違
ỳ
て
い
る
が
ỏ
こ
の
金
額
の
規
定

の
仕
方
に
差
が
あ
る
の
は
な
ぜ
か
Ố

宮
田
上
下
水
道
課
長

合
併
時
に
企
業
会
計
が
あ
ỳ

た
の
が
香
我
美
町
と
野
市
町

だ
け
で
あ
り
ỏ
合
併
協
議
会
の
中
で

ど
ち
ら
か
の
金
額
の
２０
万
円
に
合
わ

せ
て
お
り
ỏ
南
国
市
ỏ
安
芸
市
よ
り

厳
し
い
２０
万
円
と
い
う
設
定
に
な
ỳ

て
い
る
Ố

議
案
第
２７
号

令
和
元
年
度
香
南
市
簡
易
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
ớ
第
３
号
Ờ

答

５
千
万
円
ほ
ど
の
返
還
金
は

結
構
金
額
が
大
き
い
と
思
う

が
ỏ
こ
れ
は
以
前
か
ら
想
定
し
て
い

た
金
額
か
Ố

宮
田
上
下
水
道
課
長

こ
の
返
還
金
は
水
道
事
業
へ

の
統
合
に
係
る
一
般
会
計
か
ら

の
補
助
金
に
関
す
る
返
還
金
で
ỏ平
成

３０
年
度
当
初
予
算
で
ỏ過
疎
債
償
還

の
元
金
利
子
の
７０
％
の
補
助
金
額
を

算
定
し
繰
り
入
れ
て
い
た
Ố本
年
度
過

疎
債
の
借
り
入
れ
額
が
決
ま
り
ỏ一
般

会
計
か
ら
の
補
助
金
額
が
確
定
し
た

こ
と
に
よ
り
ỏ繰
り
入
れ
し
過
ぎ
て
い

た
補
助
金
を
返
還
す
る
た
め
の
も
の
Ố

問答

（国交省ＨＰより）
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教
育
民
生
常
任
委
員
会
審
査

１０
議
案
が
付
託
さ
れ
ỏ
審
査
し
た

結
果
ỏ
い
ず
れ
の
議
案
も
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

た
Ố主

な
質
疑
内
容
は
ỏ
以
下
の
と
お

り
Ố

議
案
第
９
号

香
南
市
障
害
者
基
本
計
画
及
び
障

害
福
祉
計
画
策
定
委
員
会
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

平
成
２９
年
に
厚
生
労
働
省
か

ら
障
害
福
祉
計
画
・
障
害
児

福
祉
計
画
の
基
本
方
針
が
出
さ
れ
て

お
り
ỏ
市
町
村
の
各
計
画
は
こ
れ
に

即
し
て
作
成
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い

る
Ố
今
回
ỏ
条
文
第
１
条
に
追
加
さ

れ
る
児
童
福
祉
法
の
規
定
に
基
づ
く

香
南
市
障
害
児
福
祉
計
画
の
第
１
期

計
画
は
策
定
さ
れ
て
い
る
か
Ố

西
内
福
祉
事
務
所
長

国
の
基
本
方
針
が
出
さ
れ
る

以
前
か
ら
ỏ
障
害
福
祉
計
画

の
中
に
障
害
児
の
内
容
を
盛
り
込
ん

で
作
成
し
て
い
る
Ố

問答

議
案
第
１３
号

香
南
市
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

議
案
第
１４
号

香
南
市
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
１５
号

香
南
市
営
住
宅
ủ
ハ
ピ
ネ
ス
か
が

み
Ứ
の
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
１３
号
の
第

１３

４４
条
ỏ
住

宅
の
明
け
渡
し
請
求
と
ỏ
議

案
第
１４
号
の
第

１４

３８
条
ỏ
駐
車
場
使
用

許
可
の
取
り

消
し
等
の
利

子
を
そ
れ
ぞ

れ
年
５
分
か

ら
法
定
利
率

に
変
え
る
と

い
う
こ
と
だ

が
ỏ
発
生
す

る
時
期
か
ら

支
払
う
ま
で

３
年
に
１
回

見
直
し
さ
れ

る
法
定
利
率

に
合
わ
せ

て
ỏ
そ
の
時

期
前
に
計
算

す
る
と
い
う

こ
と
か
Ố

問

村
山
住
宅
管
財
課
長

３
年
に
１
回
ỏ
利
率
を
見
直

す
予
定
を
し
て
い
る
Ố

議
案
第
２４
号

令
和
元
年
度
香
南
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
ớ
第
３
号
Ờ

議
案
第
２５
号

令
和
元
年
度
香
南
市
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
ớ
第

３
号
Ờ

今
年
度
か
ら
特
定
健
診
情
報

提
供
事
業
を
導
入
し
て
い
る

が
ỏ
情
報
提
供
の
件
数
は
受
診
率
に

算
入
で
き
る
か
Ố

恒
光
市
民
保
険
課
長

対
象
者
の
洗
い
出
し
を
国
保

連
合
会
に
委
託
し
ỏ
本
人
の

同
意
が
得
ら
れ
た
ら
医
療
関
係
か
ら

情
報
提
供
さ
れ
ỏ
受
診
率
に
加
算
さ

れ
る
Ố

議
案
第
２９
号

令
和
２
年
度
香
南
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算

国
保
税
徴
収
率
の
目
標
を
３０

年
度
よ
り
若
干
高
い
９５
％
に

し
た
理
由
は
Ố

答問答問

安
岡
税
務
収
納
課
長

収
納
率
は
令
和
２
年
度
に
国

保
税
が
上
が
る
の
で
厳
し
い

面
が
あ
る
が
ỏ
前
年
以
上
を
目
標
に

し
て
お
り
９５
％
と
し
て
い
る
Ố
本
年

度
は
ỏ
昨
年
度
の
同
時
期
よ
り
現
年

分
で
４
・
５１
％
ỏ
過
年
度
分
で
も
実

績
が
上
回
ỳ
て
い
る
Ố

反
対
討
論

馴
田
文
雄
議
員

日
本
経
済
全
体
が
深
刻
な
後
退
局

面
に
陥
り
つ
つ
あ
り
ỏ
影
響
を
最
も

受
け
る
の
は
ỏ
自
営
業
者
や
フ
リ
ồ

ラ
ン
ス
ỏ
農
業
な
ど
の
第
１
次
産
業

従
事
者
ỏ
非
正
規
労
働
者
と
い
ỳ
た

よ
う
な
国
保
の
被
保
険
者
で
は
な
い

か
Ố
こ
の
局
面
は
相
当
長
引
く
こ
と

も
予
想
さ
れ
る
が
ỏ
今
回
の
コ
ロ
ナ

問
題
で
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
陥
ỳ
て

い
る
人
々
に
ỏ
い
か
に
し
て
支
援
を

し
て
い
く
の
か
ỏ
模
索
が
続
い
て
い

る
Ố
こ
の
未
曽
有
の
状
況
を
考
え
れ

ば
ỏ
国
保
税
増
税
を
含
む
今
回
の
予

算
案
に
は
賛
成
で
き
な
い
Ố

答

ハピネスかがみ
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８

議
案
第
３０
号

令
和
２
年
度
香
南
市
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
特
別
会
計
予
算

例
年
一
般
会
計
繰
入
金
は
１

億
５
千
万
円
前
後
で
推
移
し

て
い
る
が
ỏ
今
後
後
期
高
齢
者
が
増

え
れ
ば
繰
入
金
も
増
加
す
る
か
Ố

恒
光
市
民
保
険
課
長

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

は
法
で
定
め
ら
れ
た
人
件
費

と
事
務
費
ỏ
保
険
料
軽
減
世
帯
分
の

基
盤
安
定
繰
り
入
れ
の
市
負
担
分

で
ỏ
被
保
険
者
が
増
え
れ
ば
軽
減
対

象
者
も
増
え
る
の
で
繰
入
金
も
増
え

る
Ố

議
案
第
３１
号

令
和
２
年
度
香
南
市
介
護
保
険
特

別
会
計
予
算

認
定
調
査
員
の
報
酬
が
昨
年

の
予
算
額
か
ら
５００
万
円
ほ
ど

下
が
ỳ
て
い
る
が
ỏ
会
計
年
度
任
用

職
員
導
入
の
影
響
な
の
か
Ố

宮
崎
高
齢
者
介
護
課
長

認
定
調
査
員
は
月
額
報
酬
制

の
嘱
託
員
６
人
が
会
計
年
度

任
用
職
員
と
な
る
Ố
報
酬
の
現
給
保

問答問答

障
に
つ
い
て
は
ỏ
後
か
ら
補
正
予
算

で
追
加
す
る
Ố

新
し
く
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ồ

シ
ἀ
ン
活
動
支
援
事
業
が
あ

る
が
ỏ事
業
内
容
と
実
施
箇
所
数
は
Ố

宮
崎
高
齢
者
介
護
課
長

訪
問
看
護
ス
テ
ồ
シ
ἀ
ン
の

リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
員
に
依
頼

し
ỏ
デ
イ
サ
ồ
ビ
ス
事
業
所
１５
カ
所

で
高
齢
者
の
身
体
の
状
態
や
回
復
見

込
み
等
専
門
的
に
見
て
も
ら
う
Ố
ま

た
ỏ
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
支
援
も
行

う
予
定
で
あ
り
ỏ
指
導
内
容
を
地
域

ケ
ア
会
議
に
反
映
さ
せ
て
い
く
Ố

計
画
で
き
な
か
ỳ
た
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所

の
今
後
は
Ố

宮
崎
高
齢
者
介
護
課
長

地
域
の
拠
点
と
な
る
非
常
に

重
要
な
施
設
で
あ
り
ỏ
整
備

要
望
の
あ
る
施
設
Ố
令
和
２
年
度
に

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
計
画

し
て
い
た
１
カ
所
分
を
積
み
残
し
分

と
し
て
改
め
て
事
業
者
の
募
集
を
行

い
ỏ
県
に
補
助
金
の
予
算
要
望
を

し
ỏ
令
和
３
年
度
に
補
助
金
を
活
用

し
て
整
備
を
計
画
し
て
い
き
た
い
Ố

問答問答

第７期介護保険事業計画より「計画の基本理念」



議
案
第
３８
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
ớ
香
南
市
防
災
情
報

通
信
・
管
理
シ
ス
テ
ム
構
築

業
務
委
託
契
約
の
締
結
Ờ

緊
急
性
は

地
方
自
治
法
第
１７９
条
第
１

項
に
は
ỏ
専
決
処
分
が
可
能

な
場
合
と
し
て
ỏủ
特
に
緊

急
を
要
す
る
た
め
議
会
を
招

集
す
る
時
間
的
余
裕
が
な
い

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
認

め
る
と
き
Ứ
と
い
う
要
件
が

規
定
さ
れ
て
い
る
Ố

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
経

済
対
策
が
急
が
れ
て
お
り
ỏ

市
民
へ
の
生
活
支
援
な
ど
を

早
急
に
行
う
必
要
が
あ
る
こ

と
は
誰
も
が
認
め
る
と
こ
ろ

だ
が
ỏ
本
件
委
託
契
約
は
ỏ

そ
の
よ
う
な
必
要
性
と
は
関

係
が
な
い
Ốủ
緊
急
を
要
す

る
Ứ
と
い
う
条
項
に
ど
う
い

う
理
由
で
該
当
す
る
の
か
Ố

問

延
期
す
る
と

業
務
の
完
了
が

困
難
と
な
る

岡
㟒
防
災
対
策
課
長

本
件
委
託
業
務
は
大
規
模
災

害
発
生
時
の
公
衆
通
信
網
が
途

絶
し
た
場
合
で
も
ỏ
確
実
に
つ

な
が
る
通
信
手
段
を
確
保
し
ỏ

収
集
し
た
情
報
の
一
元
的
な
管

理
を
行
う
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
も
の
Ố
喫
緊
の
課
題
と
し
て

取
り
組
ん
で
き
た
が
ỏ
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

緊
急
事
態
宣
言
が
本
年
４
月
１６

日
に
全
国
に
拡
大
さ
れ
ỏ
４
月

２４
日
に
開
会
予
定
で
あ
ỳ
た
臨

時
会
が
延
期
さ
れ
た
Ố

全
国
的
に
感
染
が
拡
大
し
ỏ

終
息
の
見
通
し
も
立
た
ず
ỏ
議

会
の
開
会
の
見
込
み
が
立
た
な

い
状
況
で
ỏ
こ
れ
以
上
契
約
締

結
を
先
に
延
ば
す
と
ỏ
仮
契
約

に
定
め
ら
れ
た
委
託
期
間
内
に

業
務
を
完
了
す
る
こ
と
が
極
め

て
困
難
に
な
る
と
い
う
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
た
め
ỏ
地
方
自

治
法
第
１７９
条
第
１
項
の
規
定
に

よ
る
専
決
処
分
を
行
ỳ
た
も
の

で
あ
る
Ố

答

９
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令和２年
香南市議会
５月臨時会

令和２年
香南市議会
５月臨時会

令和２年
香南市議会
５月臨時会

５
月
臨
時
会
は
ỏ
５
月
１２
日

に
開
催
さ
れ
ỏ
専
決
処
分
３
件

の
報
告
と
ỏ
令
和
２
年
度
香
南

市
一
般
会
計
補
正
予
算
第
２
号

な
ど
９
議
案
が
審
議
さ
れ
ỏ
い

ず
れ
も
ỏ
全
員
賛
成
ま
た
は
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
Ố

主
な
質
疑
内
容
は
以
下
の
と

お
り
Ố



議
案
第
３９
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

ớ
香
南
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
Ờ寡

婦ớ
寡
夫
Ờと

ひ
と
り
親
の
違
い
は

新
旧
対
照
表
で
は
ỏ
市
民
税
の
非

課
税
の
対
象
者
の
範
囲
の
一
つ
が
ỏ

改
正
前
の
ủ
寡
婦
又
は
寡
夫
Ứ
か
ら

ủ
寡
婦
又
は
ひ
と
り
親
Ứ
に
変
更
に

な
ỳ
て
い
る
が
ỏ
違
い
は
Ố

未
婚
の
人
も
含
む

安
岡
税
務
収
納
課
長

税
制
上
ỏủ
寡
婦
Ứ
は
ỏ
婚
姻
を

し
て
い
た
後
に
離
婚
し
た
場
合
ỏ
配

偶
者
が
亡
く
な
ỳ
た
場
合
及
び
生
存

が
不
明
な
場
合
Ố
一
方
ỏủ
ひ
と
り

親
Ứ
と
は
ỏ
未
婚
で
一
人
で
子
ど
も

を
育
て
て
い
る
人
を
含
む
Ố

議
案
第
４０
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

ớ
香
南
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
Ờ

検
討
状
況
は

今
回
の
改
正
で
ỏ
国
民
健
康
保
険

問答問

税
の
最
高
限
度
額
が
９９
万
円
に
な

る
Ố
例
え
ば
ỏ
子
ど
も
が
た
く
さ
ん

い
る
大
家
族
等
の
世
帯
は
ỏ
均
等
割

の
金
額
が
多
く
な
り
ỏ
そ
れ
ほ
ど
所

得
が
な
く
て
も
最
高
限
度
額
に
達
す

る
世
帯
が
あ
り
得
る
Ố
国
保
税
が
こ

れ
ほ
ど
多
く
な
る
の
は
非
常
に
大
き

な
負
担
に
な
る
と
思
わ
れ
る
Ố

こ
の
限
度
額
と
い
う
の
は
政
令
で

決
ま
ỳ
て
い
る
が
ỏ
市
町
村
は
必
ず

し
も
そ
れ
に
合
わ
せ
る
必
要
は
な
い
Ố

条
例
案
提
出
に
あ
た
ỳ
て
ど
の
よ

う
に
検
討
し
た
か
Ố

本
市
独
自
の
限
度

額
引
き
下
げ
は
困
難

安
岡
税
務
収
納
課
長

限
度
額
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
ỏ

最
高
限
度
額
が
９９
万
円
に
な
る
こ
と

は
ỏ
大
変
高
額
で
あ
る
と
感
じ
て
い

る
Ố
市
民
の
た
め
に
も
ỏ
保
険
税
額

は
な
る
べ
く
抑
え
た
い
と
い
う
思
い

は
ỏ
執
行
部
も
議
員
と
同
じ
思
い
で

あ
る
Ố

一
方
で
ỏ
健
全
な
国
保
運
営
を
行

う
責
任
も
担
ỳ
て
お
り
ỏ
国
保
会
計

が
置
か
れ
て
い
る
現
況
下
で
は
ỏ
本

市
独
自
で
限
度
額
を
引
き
下
げ
る
こ

と
は
難
し
い
Ố
市
民
に
は
負
担
を
か

け
る
が
ỏ
理
解
し
て
い
た
だ
き
た

い
Ố 答

議
案
第
４２
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

ớ
令
和
元
年
度
香
南
市
一
般
会
計
補

正
予
算
ớ
第
６
号
ỜỜ

最
終
的
な
利
用
者
は

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
は
ỏ

３
月
補
正
で
大
幅
に
減
額
し
ỏ
再
度

今
議
会
で
大
き
な
減
額
と
な
ỳ
て
い

る
が
ỏ
最
終
的
な
利
用
状
況
は
Ố
ま

た
ỏ
ど
の
よ
う
に
広
報
し
た
か
Ố

対
象
者
の
３２
％

岡
林
商
工
観
光
課
長

３
月
末
で
の
最
終
的
な
商
品
券
の

購
入
者
は
対
象
者
の
約
３２
％
ỏ
金
額

は
約
６
３
０
０
万
円
と
な
ỳ
た
Ố
予

算
計
上
し
て
い
た
収
入
の
差
額
と
ỏ

支
出
の
差
額
を
今
回
の
補
正
予
算
で

減
額
し
た
Ố

周
知
方
法
に
つ
い
て
は
ỏ
対
象
者

全
員
に
直
接
郵
送
し
ỏ
そ
の
後
も
広

報
誌
や
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
な
ど
で
も
お

知
ら
せ
し
た
Ố

購
入
率
は
全
国
的
に
低
い
が
ỏ非
課

税
の
人
や
３
歳
未
満
の
子
育
て
世
帯

が
対
象
で
ỏ最
大
５
冊
合
計
２
万
円
必

要
と
い
ỳ
た
こ
と
が
購
入
者
数
が
伸
び

悩
ん
だ
主
な
理
由
と
考
え
て
い
る
Ố

問答

議
案
第
４５
号

令
和
２
年
度
香
南
市
一
般
会
計
補

正
予
算
ớ
第
２
号
Ờ

避
難
所
対
策
ỏパ
ồ
テ
ồ

シ
ἀ
ン
等
の
確
保
は

説
明
資
料
に
よ
る
と
１２０
区
画
分
の

パ
ồ
テ
ồ
シ
ἀ
ン
を
５
カ
所
の
避
難

所
に
と
い
う
こ
と
だ
が
ỏ
昨
年
ま
で

の
避
難
実
績
や
今
後
の
想
定
等
に
照

ら
し
て
ỏ
十
分
確
保
で
き
て
い
る

か
Ố
ま
た
ỏ
パ
ồ
テ
ồ
シ
ἀ
ン
以
外

の
消
毒
液
や
体
温
計
ỏ
液
体
石
け
ん

な
ど
の
消
耗
品
の
準
備
等
は
Ố

過
去
の
最
多
の
避
難

者
数
以
上
を
想
定

岡
㟒
防
災
対
策
課
長

約
８０
人
程
度
と
い
う
の
が
過
去
の

最
多
の
避
難
者
数
で
あ
る
Ố
今
回
ỏ

１
区
画
２
人
と
い
う
想
定
で
ỏ
１２０
区

画
分
ỏ
約
２４０
人
の
避
難
者
を
想
定
し

て
予
算
化
し
て
い
る
Ố

通
常
５
カ
所
の
開
設
を
し
て
い
る

が
ỏ
密
に
な
る
と
こ
ろ
が
出
て
く
る

と
ỏ
分
散
し
て
別
の
避
難
所
を
開
設

す
る
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
Ố
状
況
に
よ
ỳ
て
は
５
カ
所
以
外

に
各
地
区
１
カ
所
追
加
し
て
開
設
す

る
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
Ố

消
耗
品
等
は
ỏ
感
染
防
止
対
策
と

問答

し
て
仮
設
の
ベ
ỽ
ド
や
感
染
防
止
用

の
ガ
ウ
ン
ỏ
フ
ỻ
イ
ス
シ
ồ
ル
ド
ỏ

非
接
触
型
の
体
温
計
等
ỏ
必
要
な
消

耗
品
を
洗
い
出
し
ỏ
次
の
定
例
会
で

補
正
予
算
を
計
上
す
る
べ
く
検
討
中

で
あ
る
Ốコ

ロ
ナ
対
応
の
避
難
所

マ
ニỿ
ア
ル
の
作
成
は

避
難
者
が
発
熱
し
た
り
ỏ
万
一
ỏ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
発
症
し
た

場
合
に
は
ỏ
避
難
所
が
混
乱
す
る
こ

と
も
想
定
さ
れ
る
Ố
内
閣
府
の
事
務

連
絡
に
は
避
難
所
の
ゾ
ồ
ン
設
定
や

動
線
を
分
け
る
こ
と
ỏ
避
難
者
の
健

康
状
態
の
把
握
な
ど
様
々
な
対
応
項

目
が
並
ん
で
い
る
Ố

避
難
時
を
想
定
し
た
マ
ニ
ỿ
ア
ル

策
定
や
対
応
方
法
の
検
討
状
況
は
Ố

問
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作
成
中
で
あ
る

岡
㟒
防
災
対
策
課
長

避
難
所
に
入
る
段
階
で
ỏ
非
接
触

型
体
温
計
で
の
体
温
測
定
や
健
康
状

態
の
聞
き
取
り
を
行
い
ỏ
必
要
に
応

じ
て
避
難
所
を
分
け
る
こ
と
や
ỏ
部

屋
が
数
多
く
あ
る
施
設
の
確
保
も
検

討
し
て
い
る
Ố

マ
ニ
ỿ
ア
ル
の
策
定
に
つ
い
て
は
ỏ

国
や
県
ỏ
各
種
防
災
関
係
機
関
等
か

ら
資
料
も
届
い
て
い
る
Ố現
在
ỏチ
ỻỽ

ク
事
項
や
対
応
が
必
要
な
項
目
等
を

ま
と
め
る
作
業
を
し
て
い
る
Ố

中
央
東
福
祉
保
健
所
等
に
も
協
力

し
て
も
ら
い
ỏ
感
染
防
止
を
考
慮
し

た
避
難
所
開
設
の
勉
強
会
な
ど
を
開

く
予
定
で
あ
る
Ố

備
蓄
マ
ス
ク
の

経
緯
は

５
月
６
日
の
高
知
新
聞
に
ỏ
香
南

市
の
マ
ス
ク
の
備
蓄
数
が
本
年
１
月

１
日
現
在
で
２６
万
枚
と
い
う
報
道
が

あ
ỳ
た
Ố
そ
の
う
ち
ỏ
１４
万
４
千
枚

を
高
知
県
に
提
供
し
た
と
い
う
記
載

も
あ
ỳ
た
Ố
経
緯
等
は
Ố

答問

市
内
の
工
場
か
ら

寄
贈

清
藤
市
長

備
蓄
マ
ス
ク
は
ỏ
以
前
に
市
内
の

工
場
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
Ố
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
ỏ
３
月
に
県
か
ら
各
市

町
村
に
問
い
合
わ
せ
が
あ
ỳ
た
Ố
本

市
の
必
要
枚
数
を
想
定
し
ỏ
そ
れ
以

外
を
県
に
提
供
し
た
Ố

そ
の
後
ỏ
マ
ス
ク
の
市
中
へ
の
流

通
が
極
端
に
少
な
く
な
ỳ
た
が
ỏ
３

月
当
初
は
ỏ
マ
ス
ク
の
需
要
に
関
し

て
の
予
測
が
で
き
ず
ỏ
認
識
が
若
干

薄
か
ỳ
た
Ố

た
だ
し
ỏ
現
在
は
市
内
の
小
学

校
ỏ
中
学
校
や
保
育
所
ỏ
幼
稚
園
ỏ

あ
る
い
は
持
病
を
持
つ
高
齢
者
等

に
ỏ
市
の
備
蓄
か
ら
マ
ス
ク
の
供
給

を
行
ỳ
て
い
る
Ố

ま
ず
市
民
へ
の
供
給
と
い
う
こ
と

を
土
台
と
し
て
し
ỳ
か
り
と
考
え
る

こ
と
が
第
一
で
あ
ỳ
た
が
ỏ
３
月
当

初
は
ỏ
そ
の
後
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
の
状
況
の
的
確
な
予
測
が
な

か
な
か
難
し
い
状
況
で
あ
ỳ
た
Ố

２０
％
の
根
拠
は

今
回
の
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
て

い
る
香
南
市
事
業
者
等
応
援
給
付
金

答問

の
対
象
と
な
る
事
業
者
は
ỏ
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
ỏ
売
り
上
げ
が
前
年
同
月
比
較
で

２０
％
以
上

２０

５０
％
未
満
減
少
し
て
い
る

者
と
い
う
こ
と
だ
が
ỏ
数
字
の
根
拠

や
理
由
は
Ố国

の
補
助
を
受
け
ら

れ
な
い
人
を
対
象

岡
林
商
工
水
産
課
長

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の
金
融
機

関
の
セ
ồ
フ
テ
ỹ
ồ
ネ
ỽ
ト
保
証
４

答

号
の
融
資
を
受
け
る
条
件
が
ỏ
売
り

上
げ
が
２０
％
以
上
減
少
と
い
う
要
件

と
な
ỳ
て
い
る
Ố
２０
％
に
つ
い
て
は

こ
の
要
件
に
合
わ
せ
た
Ốま
た
ỏ
国

の
補
助
金
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
な

い
５０
％
未
満
の
売
り
上
げ
が
減
少
し

た
人
も
給
付
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

な
制
度
と
す
る
た
め
ỏ
５０
％
未
満
の

売
り
上
げ
が
減
少
し
た
者
を
対
象
と

し
た
Ố
国
の
制
度
の
隙
間
を
埋
め
ỏ

幅
広
い
人
が
給
付
金
を
受
け
ら
れ
る

と
い
う
制
度
に
し
た
Ố

市
議
会
だ
よ
り
は
ỏ
誌
面
の
都
合

上
ỏ
概
要
を
掲
載
し
て
い
ま
す
Ố

よ
ỳ
て
ỏ
現
時
点
で
は
議
案
質
疑
に

質
問
議
員
名
等
詳
細
に
つ
い
て
記
載

し
て
い
ま
せ
ん
Ố

市
議
会
だ
よ
り
の
内
容
に
つ
い
て

詳
し
く
知
り
た
い
場
合
は
ỏ
議
会
事

務
局
に
お
い
て
ủ
香
南
市
議
会
会
議

録
Ứ
を
閲
覧
で
き
ま
す
Ốủ
会
議
録
Ứ

に
は
ỏ
質
問
を
行
ỳ
た
議
員
及
び
市

当
局
の
答
弁
の
す
べ
て
の
状
況
が
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
Ố

ま
た
ỏ
香
南
市
議
会
の
ホ
ồ
ム

ペ
ồ
ジ
にủ
議
事
録
検
索
シ
ス
テ
ム
Ứ

機
能
が
あ
り
ま
す
の
で
ỏ
ご
活
用
く

だ
さ
い
Ố

不
明
な
点
は
ỏ
議
会
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
Ố

Ｔ
Ｅ
Ｌ
⽅
５７
−
８
５
１
３

ớ
※
会
議
録
は
ỏ
会
議
終
了
後
ỏ
約

３
カ
月
後
ま
で
に
ỏ
作
成
及
び
掲
載

し
て
い
ま
す
Ờ

市
議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て

１１
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˔
専
決
処
分
の
報
告

ớ
２
件
Ờ

˔
令
和
元
年
度
香
南
市
工
業
用
水
道

事
業
会
計
決
算
認
定

ớ
全
員
賛
成
ử
認
定
Ờ

˔
香
南
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

ớ
１
人
Ờ

ớ
全
員
賛
成
ử
同
意
Ờ

˔
香
南
市
監
査
委
員
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

˔
香
南
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

˔
香
南
市
交
通
安
全
指
導
員
設
置
条

例
を
廃
止
す
る
条
例

˔
香
南
市
障
害
者
基
本
計
画
及
び
障

害
福
祉
計
画
策
定
委
員
会
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

˔
香
南
市
自
転
車
活
用
推
進
計
画
策

定
委
員
会
設
置
条
例

˔
香
南
市
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
˔
非
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

˔
香
南
市
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

˔
香
南
市
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

˔
香
南
市
営
住
宅
ủ
ハ
ピ
ネ
ス
か
が

３
月
定
例
会
の
審
議
結
果

み
Ứ
の
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

˔
香
南
市
公
営
企
業
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
˔
高
知
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

減
少
及
び
高
知
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
規
約
の
変
更

˔
高
知
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
か

ら
芸
東
衛
生
組
合
が
脱
退
す
る
こ

と
に
伴
う
財
産
処
分

˔
高
知
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
か

ら
高
幡
西
部
特
別
養
護
老
人
ホ
ồ

ム
組
合
が
脱
退
す
る
こ
と
に
伴
う

財
産
処
分

˔
香
南
市
市
道
の
認
定

˔
香
南
市
市
道
の
廃
止

˔
香
南
市
市
道
の
変
更

˔
令
和
元
年
度
香
南
市
一
般
会
計
補

正
予
算
ớ
第
５
号
Ờ

˔
令
和
元
年
度
香
南
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算ớ
第
３
号
Ờ

˔
令
和
元
年
度
香
南
市
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

ớ
第
３
号
Ờ

˔
令
和
元
年
度
香
南
市
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
ớ
第
２
号
Ờ

˔
令
和
元
年
度
香
南
市
簡
易
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
ớ
第
３
号
Ờ

ớ
全
員
賛
成
ử
可
決
Ờ

˔
令
和
２
年
度
香
南
市
一
般
会
計
予

算
˔
令
和
２
年
度
香
南
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算

ớ
賛
成
多
数
ử
可
決
Ờ

˔
令
和
２
年
度
香
南
市
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
特
別
会
計
予
算

˔
令
和
２
年
度
香
南
市
介
護
保
険
特

別
会
計
予
算

˔
令
和
２
年
度
香
南
市
水
道
事
業
会

計
予
算

˔
令
和
２
年
度
香
南
市
公
共
下
水
道

事
業
会
計
予
算

˔
令
和
２
年
度
香
南
市
農
業
集
落
排

水
事
業
会
計
予
算

˔
香
南
市
福
祉
事
務
所
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

˔
香
南
市
津
波
避
難
施
設
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る

ớ
全
員
賛
成
ử
可
決
Ờ

˔
香
南
市
防
災
情
報
通
信
・
管
理
シ

ス
テ
ム
構
築
業
務
委
託
契
約
の
締

結
ớ
総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
ử
継
続

審
査
Ờ

˔
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

ớ
１０
件
Ờ

˔
香
南
市
防
災
情
報
通
信
・
管
理
シ

ス
テ
ム
構
築
業
務
委
託
契
約
の
締

結

ớ
賛
成
多
数
ử
承
認
Ờ

˔
香
南
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

˔
香
南
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

˔
香
南
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

˔
令
和
元
年
度
香
南
市
一
般
会
計
補

正
予
算
ớ
第
６
号
Ờ

˔
令
和
元
年
度
香
南
市
国
民
健
康
保

５
月
臨
時
会
の
審
議
結
果

険
特
別
会
計
補
正
予
算ớ
第
４
号
Ờ

˔
令
和
元
年
度
香
南
市
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
ớ
第
３
号
Ờ

˔
令
和
２
年
度
香
南
市
一
般
会
計
補

正
予
算
ớ
第
１
号
Ờ

ớ
全
員
賛
成
ử
承
認
Ờ

˔
令
和
２
年
度
香
南
市
一
般
会
計
補

正
予
算
ớ
第
２
号
Ờ

ớ
賛
成
多
数
ử
承
認
Ờ

˔
令
和
２
年
度
香
南
市
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
ớ
第
１
号
Ờ

ớ
全
員
賛
成
ử
承
認
Ờ

˔
香
南
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

˔
令
和
２
年
度
香
南
市
一
般
会
計
補

正
予
算
ớ
第
３
号
Ờ

ớ
全
員
賛
成
ử
可
決
Ờ

˔
香
南
市
監
査
委
員
の
選
任

ớ
賛
成
多
数
ử
同
意
Ờ

第８８回定例会 審議結果（全員賛成以外のもの）
山

中

小

泉

斉

藤

土

居

宮

崎

山

本

中

屋

岡

本

馴

田

樽

本

濱

口

北

本

片

山

上

田

西

内

眞

辺

宮

城

志
磨
村

林
結

果
議 案

議
長〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇×〇可

決
議案第２８号
令和２年度香南市一般会計
予算について

議
長〇〇〇〇××〇××〇〇〇〇〇〇〇〇〇可

決
議案第２９号
令和２年度香南市国民健康
保険特別会計予算について

第８９回臨時会 審議結果（全員賛成以外のもの）
山

中

小

泉

斉

藤

土

居

宮

崎

山

本

中

屋

岡

本

馴

田

樽

本

濱

口

北

本

片

山

上

田

西

内

眞

辺

宮

城

志
磨
村

林
結

果
議 案

議
長〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇×〇承

認

議案第３８号
専決処分の承認を求めるこ
とについて

（香南市防災情報通信・管理シス
テム構築業務委託契約の締結）

議
長〇〇〇〇〇×〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇承

認

議案第４６号
専決処分の承認を求めるこ
とについて
（令和２年度香南市一般会
計補正予算（第２号））

××議
長〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇同

意
議案第５０号
香南市監査委員の選任につ
いて
※「〇」は賛成。「×」は反対。「議長」は採決に加わらない。
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市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般にににににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいててててててててててててててててててててて市政全般についてのののののののののののののののののののののの

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般 質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質一 般 質 問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
３月定例会に行われた一般質問
それぞれの議員の質問事項は、以下のとおりです。

質問事項質問議員質問事項質問議員

１．国保税
２．奨学金の施策
３．水路の転落防止

１．文化芸術施策
２．児童虐待防止施策
３．防災施策

１．高齢者の交通手段
２．運転免許返納者への対策

１．産業振興
２．学校教育

１．男女共同参画
２．教育行政
３．人生支援計画

馴田 文雄
（１８ページ）

宮崎 晃行
（１９ページ）

小泉 潤
（２０ページ）

北本 洋介
（２１ページ）

斉藤 朋子
（２２ページ）

１．保育行政
２．窓口サービス
３．環境施策

１．たばこと健康
２．放置されている

大規模鶏舎環境対策
３．防災対策
４．災害復旧工事

１．保健事業及び保険事業に関す
る課題・懸案の解決に向けた
執行機関内における横断的な

取り組みの検討状況
２．香南市の高校生以下の子ども
たちに対する体験学習、

文化・伝統の継承等

１．子どもたちが安心して
過ごせる学校

２．ジェンダー平等社会の実現
３．野市小学校校区に公園の

設置を

土居 りえ
（１４ページ）

西内 治水
（１５ページ）

片山 透
（１６ページ）

樽本 冨佐子
（１７ページ）
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１４

配
置
基
準
規
定
の

有
無

保
育
所
・
幼
稚
園
職
員
の
職
場
環

境
が
改
善
さ
れ
ỏ
保
育
者
自
身
が
ゆ

と
り
あ
る
心
で
子
ど
も
一
人
一
人
に

寄
り
添
ỳ
た
保
育
を
行
う
た
め
に
ỏ

保
育
所
・
幼
稚
園
職
員
の
配
置
基
準
ỏ

規
定
の
有
無
を
伺
う
Ố

国
の
基
準
に
基
づ
き

配
置

前
川
こ
ど
も
課
長

国
の
基
準
を
下
回
ら
な
い
よ
う

に
ỏ
ま
た
職
員
の
働
き
や
す
い
環
境

を
整
え
質
の
高
い
保
育
が
で
き
る
よ

う
に
ỏ
市
独
自
の
保
育
所
・
幼
稚
園

職
員
配
置
運
用
基
準
を
定
め
ỏ
延
長

保
育
や
ỏ
一
時
預
か
り
な
ど
の
保
育

に
つ
い
て
ỏ
利
用
者
数
や
利
用
時
間

に
応
じ
た
補
助
職
員
の
配
置
を
し
て

い
る
Ố

保
育
行
保
育
行
政政

問答

基
準
は

満
た
さ
れ
て
い
る
か

市
独
自
の
補
助
職
員
を
配
置
し
て

い
る
よ
う
だ
が
ỏ
ど
の
園
も
こ
の
基

準
で
満
た
さ
れ
て
い
る
か
Ố

基
準
は
満
た
し
て
い
る
が

十
分
な
配
置
で
は
な
い

前
川
こ
ど
も
課
長

年
度
当
初
に
は
ỏ
国
の
基
準
ど
お

り
職
員
の
配
置
と
ỏ
補
助
職
員
に
つ

い
て
ỏ
ほ
ぼ
市
の
基
準
ど
お
り
に
配

置
が
で
き
て
い
た
Ố
し
か
し
ỏ
特
別

な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
が
増

え
た
こ
と
か
ら
ỏ
支
援
に
当
た
る
加

配
保
育
士
ỏ
ま
た
ỏ
本
年
度
か
ら
全

園
所
に
配
置
を
予
定
し
て
い
た
家
庭

支
援
推
進
保
育
士
に
つ
い
て
ỏ
現
在

の
と
こ
ろ
ỏ
十
分
な
配
置
が
で
き
て

い
な
い
Ố正

職
が
望
ま
し
い

家
庭
支
援
推
進
保
育
士
の
職
務
内

容
は
ỏ
年
間
の
指
導
計
画
を
作
成
し

た
り
ỏ
家
庭
訪
問
を
し
た
り
ỏ
個
別

の
懇
談
を
し
た
り
ỏ
面
談
や
相
談
対

応
な
ど
ỏ
保
護
者
に
近
く
ỏ
よ
り
家

庭
に
踏
み
込
ん
だ
情
報
の
中
で
仕
事

を
し
て
い
て
ỏ
大
変
責
任
の
あ
る
内

容
で
あ
る
Ố
他
市
で
は
ỏ
責
任
が
あ

る
仕
事
だ
か
ら
正
職
が
し
て
い
る
と

聞
く
が
ỏ
本
市
の
考
え
は
Ố

問答問

現
状
難
し
い

入
野
教
育
長

人
員
確
保
が
難
し
い
状
況
に
あ

る
Ố
で
き
る
だ
け
手
厚
い
支
援
を
し

て
い
き
た
い
が
難
し
い
現
状
で
あ

る
Ố

窓
口
申
請
は
可
能
か

マ
イ
ナ
ン
バ
ồ
カ
ồ
ド
の
申
請
を

す
る
た
め
に
は
ỏ
ス
マ
ホ
を
使
ỳ
て

の
申
請
や
ỏ
マ
イ
ナ
ン
バ
ồ
通
知
書

の
裏
に
写
真
を
貼
ỳ
て
郵
送
す
る
方

法
が
あ
る
Ố
ス
マ
ホ
の
扱
い
に
慣
れ

て
い
る
人
は
ỏ
問
題
な
く
申
請
す
る

こ
と
も
で
き
る
Ố
通
知
書
の
裏
に
写

真
を
貼
ỳ
て
出
す
と
い
う
や
り
方

は
ỏ
写
真
撮
影
の
費
用
が
か
か
る
Ố

こ
う
い
ỳ
た
こ
と
か
ら
ỏ
申
請
の
し

に
く
さ
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
声
を

聴
く
Ố
い
の
町
が
行
ỳ
て
い
る
マ
イ

ナ
ポ
ồ
タ
ル
端
末
を
使
ỳ
て
の
ỏ
顔

写
真
撮
影
サ
ồ
ビ
ス
と
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
を
本
市
で
検
討
で
き
な
い
か
Ố

答窓
口
サ
ồ
ビ

窓
口
サ
ồ
ビ
スス

問

申
請
サ
ポ
ồ
ト
を

行
う

恒
光
市
民
保
険
課
長

昨
年
の
デ
ジ
タ
ル
ガ
バ
メ
ン
ト
閣

僚
会
議
に
お
い
て
ỏ
各
自
治
体
は
ỏ

マ
イ
ナ
ン
バ
ồ
カ
ồ
ド
普
及
の
た

め
ỏ
カ
ồ
ド
取
得
の
申
請
受
け
付
け

サ
ポ
ồ
ト
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
と

な
り
ỏ
本
市
に
お
い
て
も
ỏ
今
後
ỏ

市
民
保
険
課
窓
口
で
ỏ
マ
イ
ナ
ポ
ồ

タ
ル
を
利
用
し
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
支
援
な
ど
の
申
請
サ
ポ
ồ
ト
を
行

え
る
よ
う
ỏ
現
在
人
員
や
機
器
等
の

準
備
を
進
め
て
い
る
Ố

昼
の
窓
口
業
務
は

現
在
ỏ
昼
の
時
間
帯
は
ỏ
申
請
業

務
は
し
て
も
ら
え
る
が
ỏ
担
当
が
お

昼
休
憩
中
で
あ
れ
ば
ỏ
発
行
業
務
が

で
き
な
い
場
合
が
あ
る
Ố
昼
の
時
間

帯
で
な
い
と
市
役
所
に
来
ら
れ
な
い

等
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
を
持
ỳ
た
人
が

窓
口
へ
は
来
る
が
ỏ
昼
間
の
対
応

は
Ố

サ
ồ
ビ
ス
向
上
に

努
め
る

恒
光
市
民
保
険
課
長

お
昼
休
憩
中
は
ỏ
複
数
名
の
職
員

が
交
代
で
対
応
し
て
い
る
Ố
ほ
と
ん

ど
の
業
務
に
対
応
が
で
き
る
よ
う
に

な
ỳ
て
お
り
ỏ
申
請
書
や
届
出
書
の

受
付
業
務
は
ỏ
滞
り
な
く
で
き
て
い

る
Ố
証
明
書
の
発
行
業
務
や
ỏ
転
入

答問答

転
出
書
等
の
移
動
処
理
や
戸
籍
の
届

け
も
ỏ
係
の
職
員
が
全
て
対
応
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
る
Ố

保
険
証
や
各
受
給
者
証
ỏ
検
診
の

受
診
券
の
発
行
に
つ
い
て
は
ỏ
担
当

職
員
が
い
な
い
場
合
は
対
応
が
難
し

く
な
ỳ
て
い
る
Ố
事
前
連
絡
の
協
力

を
お
願
い
し
て
い
る
Ố
今
後
も
必
要

な
改
善
ỏ工
夫
を
行
い
な
が
ら
ỏ窓
口

サ
ồ
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い
く
Ố

う
ち
エ
コ
診
断
制
度

導
入
は

第
２
次
香
南
市
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
の
中
の
家
庭
部
門
の
取
り

組
み
と
し
て
ỏ
環
境
省
が
進
め
る
う

ち
エ
コ
診
断
制
度
を
活
用
し
て
ỏ
市

民
が
よ
り
身
近
に
ỏ
地
球
温
暖
化
に

対
す
る
意
識
を
高
め
ỏ
そ
れ
ぞ
れ

に
ỏ
家
庭
に
合
ỳ
た
省
エ
ネ
対
策
で

Ｃ
Ｏ
２
削
減
が
で
き
る
ỏ
こ
の
取
り

組
み
は
ど
う
か
Ố

啓
発
に
努
め
る

寺
内
環
境
対
策
課
長

各
家
庭
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ồ
消
費
量

及
び
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
Ố

こ
う
い
ỳ
た
ツ
ồ
ル
を
活
用
し
た

省
エ
ネ
対
策
に
つ
い
て
も
ỏ
今
後
ỏ

啓
発
に
努
め
て
い
く
Ố

環
境
施
環
境
施
策策

問答

土居 りえ議員
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市
民
の
喫
煙
調
査
は

実
施
か

デ
ồ
タ
が
あ
れ
ば
公
表
を
Ố

２８
年
に
調
査

伊
藤
健
康
対
策
課
長

無
作
為
抽
出
の
１８
歳
以
上
の
市
民

３
５
０
０
人
に
健
康
と
食
育
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ồ
ト
を
実
施
Ố
有
効
回
答

１
５
４
１
件
ỏ
回
答
率
４４
％
Ố
結
果

は
ỏ
吸
ỳ
て
い
る
１４
％
ỏ
習
慣
的
に

吸
ỳ
て
い
る
男
性
２５
・
６
％
ỏ
女
性

６
・
６
％
で
あ
る
Ố

新
庁
舎
は
敷
地
内

禁
煙
か

４
月
よ
り
全
面
施
行
の
改
正
健
康

増
進
法
は
原
則
室
内
禁
煙
で
あ
る

が
ỏ
新
庁
舎
は
敷
地
内
禁
煙
に
す
べ

き
で
は
Ố

た
ば
こ
と
健

た
ば
こ
と
健
康康

問答問

建
屋
内
禁
煙

村
山
住
宅
管
財
課
長

敷
地
内
喫
煙
対
応
は
厚
生
労
働
省

通
達
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
ỳ
て
関

係
各
課
と
協
議
し
ỏ対
応
す
る
予
定
Ố

嗅
ぎ
た
ば
こ
の

対
策
は

嗅
ぎ
た
ば
こ
は
葉
た
ば
こ
と
同

様
ỏ
発
が
ん
物
質
が
多
く
含
ま
れ
ỏ

依
存
症
と
変
わ
り
は
な
い
Ố
改
正
健

康
増
進
法
は
室
内
禁
煙
ỏ
嗅
ぎ
た
ば

こ
は
対
象
外
Ố
葉
た
ば
こ
と
同
様
に

建
屋
内
禁
煙
に
す
べ
き
Ố

嗅
ぎ
た
ば
こ
は

室
内
使
用
可
能

村
山
住
宅
管
財
課
長

嗅
ぎ
た
ば
こ
は
火
を
使
う
こ
と
な

く
灰
や
煙
が
出
な
い
の
で
ỏ
室
内
で

使
用
可
能
と
思
う
Ố
今
後
ỏ
厚
生
労

答問答

働
省
や
県
の
動
向
を
見
な
が
ら
検

討
Ố

就
業
規
則
の
改
定
は

就
業
中
は
葉
た
ば
こ
と
同
様
で
ỏ

就
業
規
則
の
改
定
が
必
要
で
は
Ố

協
議
を
進
め
る

北
村
総
務
課
長

ま
だ
検
討
で
き
て
い
な
い
Ố
ど
う

い
う
形
で
就
業
規
則
に
載
せ
る
か
ỏ

関
係
各
課
と
協
議
を
進
め
る
Ố

地
震
対
策
は
ど
ち
ら

の
デ
ồ
タ
運
用
か

近
い
将
来
発
生
が
想
定
さ
れ
る
南

海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
は
中
央
防
災
会

議
の
デ
ồ
タ
か
Ố
ま
た
ỏ
令
和
２
年

１
月
２４
日
の
政
府
の
調
査
委
員
の
公

表
の
予
測
デ
ồ
タ
運
用
か
Ố

中
央
防
災
会
議

岡
㟒
防
災
対
策
課
長

政
府
の
調
査
委
員
会
デ
ồ
タ
で

は
ỏ
本
市
の
海
岸
津
波
高
は
１０
ｍ
以

上
の
確
率
は
６
％
未
満
Ố
し
か
し
ỏ

最
大
ク
ラ
ス
地
震
は
対
象
外
で
運
用

は
考
え
て
い
な
い
Ố

問答防
災
対
防
災
対
策策

問答

半
割
地
震
の
対
応
は

震
源
の
東
西
ず
れ
で
発
生
す
る
地

震
後
に
ỏ
残
る
側
で
発
生
す
る
巨
大

地
震
に
備
え
１
週
間
の
避
難
体
制
が

必
要
Ố
対
策
は
Ố

早
期
に
決
め
た
い

岡
㟒
防
災
対
策
課
長

１
週
間
の
間
ỏ
３０
㎝
の
津
波
が

３０

３０

分
以
内
に
到
達
す
る
地
域
の
住
民
を

対
象
と
し
ỏ
全
域
避
難
勧
告
を
発
令

す
る
Ố
そ
の
後
の
１
週
間
は
ỏ
日
ご

ろ
か
ら
の
備
え
を
再
確
認
す
る
Ố
及

び
ỏ
自
主
避
難
と
し
て
ỏ
本
市
地
域

防
災
計
画
で
示
す
Ố
避
難
所
の
開
設

方
法
や
運
営
ỏ
事
業
者
へ
の
対
応
等

詳
細
な
内
容
や
方
法
を
各
関
係
部
署

と
協
議
・
検
討
を
行
い
早
期
に
決
め

た
い
Ố

津
波
避
難
タ
ワ
ồ
は

指
定
避
難
所
か

想
定
外
の
浸
水
深
ỏ
火
災
の
事
態

の
責
任
問
題
が
発
生
す
る
可
能
性
が

否
定
で
き
な
い
Ố
広
辞
苑
に
は
ủ
指

定
Ứ
は
指
し
定
め
る
と
あ
る
Ố
原
則

２
次
避
難
の
可
能
な
高
台
避
難
で
ỏ

い
ろ
い
ろ
な
事
態
で
高
台
避
難
に
間

に
合
わ
な
い
人
が
避
難
す
る
が
ỏ
津

波
緊
急
避
難
タ
ワ
ồ
は
避
難
所
と
し

て
の
記
載
が
適
当
で
な
い
か
Ố

問答問

防
災
マ
ỽ
プ
は

指
定
避
難
所

岡
㟒
防
災
対
策
課
長

最
大
級
の
地
震
・
津
波
を
想
定
し

て
計
画
し
火
災
対
策
ớ
材
質
・
消
化

器
設
置
等
Ờ
を
講
じ
て
お
り
避
難
所

と
し
て
十
分
な
機
能
を
有
し
て
い

る
Ốủ
指
定
Ứに
関
し
て
は
一
人
一
人

の
住
民
に
対
し
ỏ
こ
こ
に
逃
げ
な
さ

い
と
言
う
指
定
は
行
ỳ
て
い
な
い
Ố

こ
の
施
設
が
市
の
指
定
す
る
緊
急
避

難
所
の
ủ
指
定
Ứ
で
あ
る
Ố

農
業
用
改
良
燃
料

タ
ン
ク
の
設
置
推
進
を

設
置
推
進
お
よ
び
耐
震
の
推
進
状

況
が
悪
い
Ố
ま
た
ỏ
工
業
製
品
の
地

産
地
消
の
推
進
は
ど
う
か
Ố

甚
大
な
被
害
に
な
る

野
島
農
林
課
長

災
害
時
に
タ
ン
ク
が
転
倒
す
る
と

農
家
に
甚
大
な
災
害
が
発
生
す
る
こ

と
を
再
確
認
し
て
も
ら
う
た
め
ỏ
Ｊ

Ａ
広
報
ỏ４
月
の
市
の
広
報
に
掲
載
Ố

ま
た
ỏ
浸
水
エ
リ
ア
に
設
置
し
て
い

る
農
家
に
補
助
金
概
要
等
を
示
し
た

文
書
を
発
送
す
る
Ố
ま
た
ỏ
タ
ン
ク

の
選
定
は
農
家
が
し
て
お
り
ỏ
機
能

を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
J
A
や
燃

料
取
扱
店
に
市
内
製
品
の
P
R
を
し

て
い
き
た
い
Ố

答問答

新庁舎

西内 治水議員
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１６

本
市
が
策
定
す
る

戦
略
・
計
画
で
の

取
り
組
み
は

第
２
期
香
南
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
ớ
案
Ờ
に
お
い

て
ỏ
優
先
的
に
取
り
組
む
施
策
と
し

て
ỏ
次
世
代
を
担
う
若
者
に
香
南
市

の
魅
力
を
伝
え
る
取
り
組
み
の
強
化

ớ
産
業
ỏ
教
育
ỏ
文
化
等
Ờ
が
掲
げ

ら
れ
ỏ
香
南
市
の
子
ど
も
た
ち
が
豊

か
な
自
然
の
中
で
心
豊
か
に
育
ち
ỏ

将
来
の
展
望
を
持
ち
ỏ
香
南
市
で
働

き
た
い
ỏ
香
南
市
に
住
み
た
い
ỏ
住

み
続
け
た
い
と
思
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
ỏ
あ
ら
ゆ
る
産
業
の
振
興
と
雇

用
の
場
を
創
出
す
る
取
り
組
み
を
優

先
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
Ốま

た
ỏ
第
２
期
香
南
市
産
業
振
興

計
画
ớ
案
Ờ
に
お
い
て
は
ỏ
水
産
業

部
会
で
取
り
組
ま
れ
て
い
た
水
産
業

子
ど
も
へ
の
体
験
学
習

子
ど
も
へ
の
体
験
学
習
ỏỏ

文
化・伝
統
の
継

文
化・伝
統
の
継
承承

問

に
親
し
む
場
づ
く
り
で
あ
る
小
学
生

に
よ
る
調
理
体
験
の
ほ
か
に
ỏ
林
業

部
会
で
は
ỏ
山
や
森
林
に
親
し
む
機

会
の
提
供
と
し
て
木
育
事
業
ỏ
工
業

部
会
で
は
ỏ
も
の
づ
く
り
教
育
推
進

事
業
と
し
て
ỏ
次
代
を
担
う
小
中
高

生
の
工
場
見
学
ỏ
も
の
づ
く
り
体
験

学
習
を
実
施
す
る
こ
と
が
新
た
な
具

体
的
施
策
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い

る
Ố正

式
に
策
定
さ
れ
た
場
合
ỏ
教
育

委
員
会
と
し
て
実
施
で
き
る
取
り
組

み
や
多
忙
な
教
育
現
場
と
の
調
整
等

は
Ố

学
校
現
場
の
実
情
に

応
じ
関
係
課
・
地
域

産
業
と
連
携

山
本
学
校
教
育
課
長

各
戦
略
・
計
画
に
お
け
る
体
験
学

習
等
の
活
用
に
向
け
て
ỏ
学
校
現
場

の
実
情
を
把
握
し
た
上
で
ỏ
関
係
課

と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
Ố

ま
た
ỏ
多
忙
な
学
校
現
場
に
と
ỳ

て
ỏ
新
た
な
事
業
が
加
わ
る
こ
と
は

大
変
な
こ
と
で
あ
る
の
で
ỏ
学
校
が

負
担
感
を
感
じ
る
こ
と
な
く
ỏ
地
域

産
業
と
の
連
携
が
ス
ム
ồ
ズ
に
進
む

よ
う
調
整
を
図
ỳ
て
い
く
Ố

答

片山 透議員
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通
学
時
の

安
全
対
策
を
問
う

水
路
に
面
し
た
通
学
路
や
歩
道
の

な
い
通
学
路
の
安
全
対
策
は
十
分
か
Ố

ス
ク
ồ
ル
バ
ス
の
乗
務
員
が
運
転

手
だ
け
で
は
ỏ
事
故
の
際
や
子
ど
も

た
ち
の
体
調
の
変
化
な
ど
に
対
応
で

き
な
い
Ố
学
期
始
め
の
４
月
や
９
月

だ
け
で
も
ỏ
も
う
一
人
配
置
で
き
な

い
か
Ố

登
下
校
の
安
全
を

確
保
し
て
い
く

山
本
学
校
教
育
課
長

通
学
路
安
全
対
策
連
絡
協
議
会
で

合
同
点
検
を
継
続
し
て
い
く
Ố
歩
道

に
関
し
て
は
３
件
要
望
が
出
さ
れ
て

い
る
Ố
安
全
確
保
の
た
め
に
は
ỏ
ス

ク
ồ
ル
バ
ス
に
乗
務
員
を
配
置
す
る

に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
が
ỏ
現
状
で

は
難
し
い
Ố

子
ど
も
た
ち
が
安

子
ど
も
た
ち
が
安
心心

し
て
過
ご
せ
る
学

し
て
過
ご
せ
る
学
校校

問答

感
染
症
対
策
と
養
護

教
諭
の
役
割
を
問
う

今
回
の
突
然
の
休
校
措
置
で
ỏ
改

め
て
学
校
の
果
た
し
て
い
る
役
割
の

大
き
さ
を
痛
感
し
て
い
る
Ố
学
校
に

は
保
健
室
が
あ
り
ỏ
給
食
が
あ
り
ỏ

子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
教
職
員
が
い

て
ỏ
安
全
が
確
保
さ
れ
て
い
る
Ố
い

き
な
り
の
休
校
で
子
ど
も
た
ち
も
保

護
者
も
困
ỳ
て
い
る
が
ỏ
教
育
委
員

会
に
は
そ
の
よ
う
な
声
は
届
い
て
い

な
い
か
Ố

感
染
症
が
発
生
す
る
と
ỏ
養
護
教

諭
の
仕
事
は
増
大
し
ỏ
責
任
も
よ
り

重
く
な
る
Ố
来
年
度
か
ら
実
施
を
予

定
し
て
い
る
フ
ỽ
素
洗
口
は
ỏ
賛
否

両
論
あ
る
こ
と
や
現
在
の
状
況
を
考

え
る
と
見
送
る
べ
き
で
は
Ố

養
護
教
諭
は
子
ど
も
た

ち
の
健
康
管
理
を
行
う

山
本
学
校
教
育
課
長

校
内
お
よ
び
地
域
に
感
染
症
が
発

生
し
た
ら
ỏ
児
童
生
徒
の
健
康
状
態

を
把
握
し
デ
ồ
タ
化
し
ỏ
環
境
衛
生

の
確
保
な
ど
の
対
策
を
と
る
Ố
養
護

教
諭
が
窓
口
と
な
ỳ
て
学
校
医
や
保

健
所
と
連
携
し
て
ỏ
子
ど
も
た
ち
の

健
康
を
守
ỳ
て
い
く
Ố

フ
ỽ
素
洗
口
の
開
始
は
９
月
以
降

を
予
定
し
ỏ
落
ち
着
い
た
状
況
の
中

問答

で
ス
タ
ồ
ト
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い

る
Ố

本
市
の
到
達
点
と

課
題
は

ジ
ỻ
ン
ダ
ồ
は
社
会
的
文
化
的
に

つ
く
ら
れ
た
性
差
で
あ
る
と
と
も

に
ỏ
政
治
的
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
面

も
大
き
い
Ố
女
性
は
補
助
的
な
働
き

方
を
余
儀
な
く
さ
れ
ỏ
家
庭
は
女
性

が
守
る
こ
と
を
前
提
に
企
業
が
成
り

立
ỳ
て
き
た
Ố
日
本
の
ジ
ỻ
ン
ダ
ồ

ギ
Ỿ
ỽ
プ
指
数
は
ỏ
１５３
カ
国
中

１５３

１２１
位

と
ỏ
昨
年
の
１１０
位
か
ら
さ
ら
に
後
退

し
ỏ
過
去
最
低
と
な
ỳ
て
い
る
Ố
特

に
政
治
や
経
済
の
分
野
で
遅
れ
て
い

る
Ố
本
市
の
状
況
と
市
長
の
考
え
を

問
う
Ố

到
達
点
は
互
い
を
認
め

尊
重
す
る
社
会
の
構
築

で
あ
る

清
藤
市
長

課
題
は
ỏ
女
性
が
家
事
や
子
育
て

を
担
う
と
い
う
よ
う
な
日
本
固
有
の

風
潮
に
あ
る
Ố
ジ
ỻ
ン
ダ
ồ
ớ
生
物

学
的
な
性
差
Ờ
で
は
な
く
ỏ
も
ỳ
と

大
局
的
な
視
点
で
個
人
の
個
性
や
そ

ジ
ỻ
ン
ダ
ồ
平

ジ
ỻ
ン
ダ
ồ
平
等等

社
会
の
実

社
会
の
実
現現

問答

れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
を
活
か
し
た
行
動

が
発
揮
で
き
ỏ
互
い
を
認
め
尊
重
す

る
社
会
や
香
南
市
を
構
築
し
て
い
く

こ
と
が
到
着
点
だ
と
思
ỳ
て
い
る
Ố

パ
ồ
ト
ナ
ồ
シ
ỽ
プ

制
度
の
導
入
は

世
界
は
今
ỏ
性
の
多
様
性
を
認
め

合
う
社
会
へ
と
前
進
し
て
い
る
Ố
２８

の
国
と
地
域
で
ỏ
同
性
カ
ỽ
プ
ル
の

婚
姻
が
認
め
ら
れ
て
い
る
Ố
日
本
の

よ
う
に
婚
姻
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い

国
で
も
ỏ
お
互
い
が
人
生
の
パ
ồ
ト

ナ
ồ
で
あ
る
こ
と
を
公
に
認
め
る
制

度
と
し
て
本
制
度
が
あ
る
Ố
す
べ
て

の
人
が
生
き
や
す
い
社
会
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
が
ỏ
本
市
で
の
導
入
の

予
定
は
Ố先

進
事
例
を

研
究
し
て
い
く

田
中
人
権
課
長

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ỹ
の
人
へ
の
支

援
の
一
つ
と
し
て
同
性
パ
ồ
ト
ナ
ồ

シ
ỽ
プ
制
度
が
あ
る
Ố
導
入
し
て
い

る
自
治
体
で
は
ỏ
宣
誓
証
明
書
の
交

付
を
通
じ
て
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ỹ
の

人
の
生
き
づ
ら
さ
の
解
消
に
つ
な
げ

て
い
る
Ố
全
国
的
に
は
ま
だ
少
な
い

が
ỏ
情
報
を
集
め
る
こ
と
か
ら
始
め

る
Ố 問答

公
園
設
置
に
向
け
た

取
り
組
み
は

ủ
に
こ
な
ん
Ứ内
の
ポ
ケ
ỽ
ト
パ
ồ

ク
は
ỏủ
に
こ
な
ん
Ứ
を
利
用
す
る
親

子
が
活
用
す
る
の
が
適
切
で
あ
り
ỏ

広
く
市
民
を
対
象
と
し
た
公
園
と
は

な
り
得
な
い
Ố
野
市
小
学
校
校
区
の

子
ど
も
た
ち
が
利
用
で
き
る
公
園
が

欲
し
い
と
い
う
声
は
大
き
い
Ố
特
に

今
回
の
休
校
の
よ
う
な
と
き
は
ỏ
子

ど
も
の
居
場
所
と
し
て
重
要
で
あ

る
Ố
設
置
に
向
け
て
ニ
ồ
ズ
調
査
か

ら
始
め
る
予
定
は
な
い
か
Ố

現
存
す
る
公
園
の

整
備
拡
充
を
検
討

山
本
建
設
課
長

野
市
町
の
市
街
地
に
あ
る
程
度
の

規
模
の
公
園
を
整
備
す
る
こ
と
は
難

し
い
Ố
少
し
離
れ
た
場
所
に
あ
る
公

園
を
活
用
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

き
た
い
Ố

野
市
小
学
校
校
区

野
市
小
学
校
校
区
にに

公
園
の
設
置

公
園
の
設
置
をを

問答

樽本 冨佐子議員
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１８

会
計
見
通
し
ỏ変
化
は

１２
月
定
例
会
で
の
税
率
引
き
上
げ

の
議
決
は
時
期
尚
早
だ
ỳ
た
と
考
え

る
が
ỏ
そ
の
後
ỏ
国
保
会
計
の
見
通

し
に
変
化
が
あ
ỳ
た
の
で
は
Ố

依
然
と
し
て
厳
し
い

恒
光
市
民
保
険
課
長

２
０
２
０
年
度
のớ
県
へ
納
め
る
Ờ

事
業
費
納
付
金
額
は
前
年
度
よ
り
約

４
５
０
０
万
円
減
額
の
１１
億
５
３
０

０
万
円
と
予
想
よ
り
も
低
い
金
額
に

な
ỳ
た
が
ỏ
本
市
国
保
会
計
は
依
然

厳
し
い
状
況
Ố

そ
も
そ
も
今
回
税
率
を
見
直
す
検

討
を
始
め
た
の
は
ỏ
２
０
１
９
年
度

の
事
業
費
納
付
金
が
１
億
円
以
上
伸

び
た
こ
と
か
ら
ỏ
基
金
を
全
額
繰
り

入
れ
て
も
赤
字
繰
り
入
れ
が
必
要
な

予
算
編
成
と
な
ỳ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
Ố
２
０
２
０
年
度
に
は
事
業
費
納

付
金
を
支
出
す
る
財
源
が
大
き
く
不

国
保
税
率
改

国
保
税
率
改
定定

問答

足
し
ỏ
赤
字
会
計
と
な
る
の
は
早
い

段
階
で
予
測
で
き
た
Ố

広
報
は

１２
月
定
例
会
で
の
議
決
が
必
要
な

理
由
と
し
て
ỏ
早
期
の
周
知
が
必
要

だ
と
い
う
こ
と
を
挙
げ
て
い
た
が
ỏ

そ
の
後
ỏ
ど
う
い
ỳ
た
広
報
が
行
わ

れ
た
か
Ố２

月
号
で
税
率
説
明

安
岡
税
務
収
納
課
長

広
報
１１
月
号
か
ら
２
月
号
ま
で
４

回
に
わ
た
り
ỏ
シ
リ
ồ
ズ
で
お
知
ら

せ
し
て
き
た
Ố
２
月
号
で
は
ỏ
１２
月

定
例
会
の
議
決
を
受
け
ỏ
新
し
い
税

率
を
示
し
ỏ
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

た
Ố
今
後
も
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
が
見
込
ま
れ
て
い
る
た
め
ỏ
被

保
険
者
以
外
の
市
民
へ
の
周
知
も
重

要
と
考
え
て
お
り
ỏ
余
裕
を
持
ỳ
て

伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
意
義

の
あ
る
こ
と
と
考
え
て
い
る
Ố

繰
り
入
れ
の
記
載
は

今
回
の
税
率
改
定
が
一
般
会
計
か

ら
の
財
源
対
策
法
定
外
繰
り
入
れ
と

セ
ỽ
ト
に
な
ỳ
て
い
る
た
め
被
保
険

者
以
外
へ
の
周
知
が
必
要
だ
と
い
う

こ
と
だ
ỳ
た
が
ỏ
２
月
広
報
で
は
繰

り
入
れ
に
つ
い
て
の
言
及
が
見
ら
れ

な
い
Ố
理
由
は
Ố

問答問

今
後
行
う

安
岡
税
務
収
納
課
長

広
報
２
月
号
で
は
国
保
税
率
引
き

上
げ
を
ỏ
市
民
に
広
く
伝
え
る
た
め

に
掲
載
を
し
た
Ố
今
回
で
終
わ
り
で

は
な
い
の
で
ỏ
今
後
の
広
報
に
つ
い

て
は
ỏ
市
民
保
険
課
と
と
も
に
取
り

組
む
Ố

増
税
で
の
対
応

現
実
的
か

以
前
の
国
保
事
業
運
営
安
定
化
計

画
に
あ
ỳ
た
ủ
本
来
で
あ
れ
ば
医
療

費
の
負
担
に
応
じ
た
税
率
の
設
定
を

行
う
と
こ
ろ
だ
が
ỏ
増
え
続
け
る
医

療
費
に
対
応
し
続
け
る
こ
と
は
現
実

的
で
は
な
い
Ứ
と
い
う
思
い
は
変
わ

ら
な
い
か
Ố困

難
と
は
認
識

恒
光
市
民
保
険
課
長

国
保
は
構
造
的
な
問
題
を
抱
え
て

お
り
ỏ
被
保
険
者
が
減
少
し
て
い
く

中
で
税
収
を
確
保
し
て
い
く
こ
と

は
ỏ
困
難
と
認
識
し
て
い
る
Ố
赤
字

解
消
に
向
け
た
協
議
は
今
後
も
慎
重

か
つ
丁
寧
に
行
ỳ
て
い
く
が
ỏ
市
と

し
て
も
医
療
費
抑
制
の
た
め
の
保
健

事
業
ỏ
収
納
率
の
向
上
な
ど
に
取
り

組
み
ỏ
国
保
会
計
の
安
定
化
に
努
め

る
Ố 答問答

減
免
の
た
め
の

繰
り
入
れ
は

子
ど
も
等
の
均
等
割
の
減
免
を
香

南
市
国
保
税
条
例
２５
条
に
基
づ
い
て

行
う
場
合
ỏ
そ
れ
に
よ
る
減
収
分
を

一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
て
も
ỏ
国

が
削
減
を
求
め
る
ủ
決
算
補
填
目
的

等
Ứ
に
は
当
た
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
Ố

削
減
対
象
で
は

な
い
が
ộ
ộ

恒
光
市
民
保
険
課
長

確
か
に
決
算
補
填
目
的
以
外
の
目

的
に
当
た
り
ỏ
削
減
・
解
消
す
べ
き

と
は
言
え
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い

る
Ố
し
か
し
本
市
国
保
会
計
が
赤
字

を
段
階
的
に
解
消
す
る
上
で
一
般
会

計
か
ら
の
補
填
を
し
て
い
く
以
上
ỏ

新
た
な
繰
り
入
れ
を
検
討
す
る
こ
と

は
適
当
で
は
な
い
と
考
え
る
Ố

子
育
て
支
援
や
少
子
化
対
策
な
ど

の
支
援
策
に
つ
い
て
は
人
生
支
援
施

策
の
中
で
総
合
的
に
協
議
し
た
い
Ố

状
況
は

ủ
未
来
人
材
育
成
奨
学
金
返
還
支

援
事
業
Ứ
の
対
象
ỏ
利
用
状
況
は
Ố

問答奨
学
金
返
還
助

奨
学
金
返
還
助
成成

事事
業業

問

対
象
を
拡
大

岡
林
商
工
水
産
課
長

本
市
に
住
所
が
あ
り
現
に
居
住

し
ỏ前
年
度
に
大
学
等
を
卒
業
し
ỏ市

内
事
業
所
に
正
規
雇
用
さ
れ
た
人
や
ỏ

本
市
で
起
業
し
た
人
な
ど
が
対
象
Ố

２
０
１
６
年
度
の
開
始
時
に
は
製

造
業
の
み
を
対
象
に
し
て
い
た
が
ỏ

そ
の
後
拡
大
し
た
Ố

た
だ
ỏ
今
ま
で
の
利
用
実
績
は
な

い
Ố

人
生
支
援
と
し
て

位
置
づ
け
を

従
来
ỏ
産
業
振
興
計
画
に
お
け
る

市
内
事
業
所
の
人
材
確
保
の
面
が
強

調
さ
れ
る
傾
向
に
あ
ỳ
た
よ
う
に
思

う
が
ỏ
人
生
支
援
と
し
て
位
置
づ
け

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
Ố

対
象
さ
ら
に

拡
大
す
る

岡
林
商
工
水
産
課
長

本
市
へ
の
定
着
と
い
う
こ
と
も
事

業
の
目
的
の
一
つ
で
あ
り
ỏ
そ
の
面

か
ら
は
人
生
支
援
の
一
環
と
し
て
も

位
置
づ
け
ら
れ
る
Ố

来
年
度
か
ら
は
４０
歳
未
満
の
中
途

採
用
さ
れ
た
人
も
対
象
と
す
る
予

定
Ố
対
象
者
の
拡
大
で
ỏ
本
市
へ

Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ồ
ン
を
考
え
る
３０
歳
代

ま
で
の
人
材
確
保
を
図
る
こ
と
に
よ

り
ỏ
移
住
者
を
含
め
た
人
生
支
援
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
Ố

答問答

馴田 文雄議員
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取
り
組
み
は

平
成
３０
年
に
制
定
さ
れ
た
障
害
者

に
よ
る
文
化
芸
術
活
動
の
推
進
に
関

す
る
法
律
は
ỏ
障
害
者
の
長
年
の
願

い
が
結
実
し
た
も
の
と
評
価
さ
れ
て

い
る
Ố
本
市
と
し
て
こ
の
法
律
を
ど

の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
Ố広

報
誌
等
で

呼
び
か
け

西
内
福
祉
事
務
所
長

障
害
者
に
特
化
し
た
も
の
で
は
な

い
が
ỏ
文
化
芸
術
活
動
の
本
市
の
取

り
組
み
と
し
て
ỏ
香
南
市
美
術
展
覧

会
等
を
行
ỳ
て
い
る
Ố
ま
た
ỏ
毎

年
ỏ
高
知
県
立
美
術
館
で
開
催
さ
れ

て
い
る
高
知
県
障
害
者
美
術
展
ớ
ス

ピ
リ
ỽ
ト
ア
ồ
ト
Ờ
へ
の
作
品
の
出

品
を
広
報
紙
で
呼
び
か
け
て
い
る
Ố

毎
年
出
品
し
て
い
る
人
や
ỏ
入
選
し

て
い
る
人
も
い
る
Ố

県
に
は
ỏ
芸
術
文
化
活
動
を
行
う

福
祉
施
福
祉
施
策策

問答

障
害
者
を
支
援
す
る
た
め
の
障
害
者

芸
術
文
化
活
動
支
援
セ
ン
タ
ồ
が
設

置
さ
れ
て
い
る
の
で
ỏ
こ
の
よ
う
な

支
援
機
関
を
利
用
し
な
が
ら
ỏ
障
害

者
の
芸
術
文
化
面
で
の
社
会
参
加
を

促
進
し
て
い
く
Ố

体
罰
禁
止
規
定
ỏ

周
知
は

昨
年
６
月
ỏ
児
童
虐
待
防
止
対
策

の
強
化
を
図
る
た
め
の
児
童
福
祉
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
成
立

し
ỏ
親
権
者
に
よ
る
体
罰
禁
止
の
規

定
が
設
け
ら
れ
た
Ố

一
方
ỏ
５６
％
も
の
人
が
何
ら
か
の

場
面
で
子
ど
も
に
体
罰
を
す
べ
き
と

回
答
し
て
お
り
ỏ
体
罰
を
す
べ
き
で

な
い
と
回
答
し
て
い
る
人
は
４
割
に

と
ど
ま
ỳ
て
い
る
と
す
る
ア
ン
ケ
ồ

ト
結
果
が
あ
る
Ố
体
罰
を
す
べ
き
で

な
い
と
い
う
回
答
者
の
中
で
も
ỏ
４

割
を
超
え
る
人
が
お
尻
を
た
た
く
な

ど
の
体
罰
を
容
認
し
て
い
る
Ố
体
罰

禁
止
規
定
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
と
あ

わ
せ
て
ỏ
何
が
体
罰
に
当
た
る
か
ỏ

子
ど
も
の
人
権
を
ど
う
守
ỳ
て
い
く

か
周
知
す
る
必
要
性
を
感
じ
る
Ố

法
改
正
の
趣
旨
を
ど
の
よ
う
に
周

知
し
て
い
く
か
Ố

チ
ラ
シ
等
で

西
内
福
祉
事
務
所
長

現
在
ỏ
１１
月
の
児
童
虐
待
防
止
月

間
に
市
の
広
報
紙
で
虐
待
防
止
を
啓

問答

発
し
て
い
る
Ố
ま
た
ỏ
健
康
対
策
課

の
実
施
す
る
乳
児
健
診
の
際
に
ỏ
児

童
虐
待
に
関
す
る
チ
ラ
シ
を
配
布
し

て
お
り
ỏ
し
つ
け
と
虐
待
の
違
い
に

つ
い
て
ỏ
子
ど
も
の
側
に
立
ỳ
て
判

断
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
ỳ

た
内
容
を
載
せ
て
い
る
Ố
改
正
法
施

行
後
は
ỏ
体
罰
禁
止
が
法
律
で
明
記

さ
れ
た
こ
と
を
周
知
す
る
Ố

転
落
事
故
件
数
は

本
年
２
月
ỏ
野
市
町
東
野
の
用
水

路
に
男
性
が
自
転
車
で
転
落
し
ỏ
亡

く
な
る
事
故
が
起
き
た
Ố
本
市
で

は
ỏ
平
成
２８
年
に
も
高
齢
者
が
フ
ジ

グ
ラ
ン
近
く
の
水
路
に
転
落
し
亡
く

な
ỳ
て
い
る
Ố
一
方
ỏ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
調

査
に
よ
る
と
ỏ
調
査
を
し
た
１５
の
道

府
県
だ
け
で
平
成
３０
年
の
１
年
間
に

１５０
人
以
上
が
水
路
の
転
落
事
故
で
死

亡
し
て
い
る
Ố

本
市
で
把
握
し
て
い
る
水
路
の
転

落
事
故
の
件
数
は
Ố

７
年
間
で
４４
件

山
本
建
設
課
長

平
成
２６
年
が
５
件
ỏ

２６

２７
年
が
９

件
ỏ
２８
年
が
８
件
ỏ

２８

２９
年
が
８
件
ỏ

３０
年
が
６
件
ỏ
令
和
元
年
が
７
件
ỏ

令
和
２
年
が
１
件
ỏ
合
計
４４
件
の
水

防
災
施
防
災
施
策策

問答

路
へ
の
転
落
事
故
の
搬
送
記
録
が
あ

る
Ố

本
市
の
取
り
組
み
は

啓
発
ポ
ス
タ
ồ
を
配
布
し
た
り
ỏ

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
な
ど
ỏ

水
路
の
安
全
対
策
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
自
治
体
も
あ
る
Ố

本
市
の
取
り
組
み
は
Ố

防
護
柵
等
を
設
置

山
本
建
設
課
長

ガ
ồ
ド
レ
ồ
ル
や
ガ
ồ
ド
パ
イ

プ
ỏ
防
護
柵
を
設
置
し
て
転
落
を
防

止
し
て
い
る
Ố
ま
た
ỏ
ポ
ồ
ル
コ
ồ

ン
ỏ
反
射
体
付
き
の
蛍
光
色
の
円
柱

を
設
置
す
る
ケ
ồ
ス
も
あ
る
Ố

市
道
パ
ト
ロ
ồ
ル
や
日
々
の
業
務

に
お
い
て
ỏ
ま
た
ỏ
毎
年
実
施
し
て

い
る
学
校
教
育
課
に
よ
る
通
学
路
の

問答

合
同
点
検
等
で
危
険
箇
所
の
把
握
を

行
い
ỏ
対
策
を
し
て
い
る
が
ỏ
今
後

も
危
険
箇
所
の
把
握
に
努
め
る
Ố

高
齢
者
の

事
故
防
止
は

水
路
の
転
落
事
故
の
特
徴
と
し

て
ỏ
事
故
に
遭
う
人
は
高
齢
者
が
多

い
こ
と
ỏ
幅
が
狭
く
底
が
浅
い
水
路

で
も
発
生
す
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
Ố

水
深
が
浅
く
て
も
ỏ
転
落
し
た
際
に

底
や
壁
に
頭
を
打
ỳ
て
気
を
失
い
ỏ

水
を
飲
ん
で
水
死
し
た
り
ỏ
ふ
だ
ん

は
穏
や
か
な
水
路
が
大
雨
で
増
水

し
ỏ
転
落
し
て
亡
く
な
る
ケ
ồ
ス
な

ど
が
後
を
絶
た
な
い
Ố

６５
歳
以
上
の
高
齢
者
の
事
故
が
８

割
以
上
ỏ
幅
１
メ
ồ
ト
ル
未
満
の
小

規
模
な
用
水
路
で
の
事
故
が
約
半
数

を
占
め
て
い
る
と
い
う
デ
ồ
タ
も
あ

る
Ố
事
故
防
止
へ
の
取
り
組
み
は
Ố

警
察
に
よ
る
出
前
教
室

等
が
行
わ
れ
て
い
る

岡
㟒
防
災
対
策
課
長

南
国
警
察
署
香
南
庁
舎
で
は
ỏ
交

通
事
故
防
止
等
を
目
的
と
し
た
出
前

式
の
高
齢
者
教
室
を
実
施
し
て
い

る
Ố高

齢
者
ア
ド
バ
イ
ザ
ồ
に
よ
ỳ

て
ỏ
高
齢
者
の
転
落
に
よ
る
交
通
事

故
の
発
生
な
ど
ỏ
そ
の
時
々
の
状
況

に
合
わ
せ
た
内
容
を
取
り
入
れ
ỏ
事

故
防
止
の
啓
発
な
ど
が
行
わ
れ
て
い

る
Ố 問答

宮崎 晃行議員

市内の水路
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市
営
バ
ス
運
行
状
況
は

現
在
１２
路
線
で
運
行

岩
田
地
域
支
援
課
長

の
い
ち
駅
と
夜
須
駅
を
起
点
・
終

点
と
し
た
一
般
路
線
１２
路
線
を
ỏ
平

日
は
２９
人
ま
た
は

２９

２６
人
乗
り
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
４
台
と
ỏ
１４
人
乗
り
小
型
バ

ス
２
台
の
計
６
台
ỏ
土
日
祝
日
は
ỏ

２９
人
乗
り
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
２
台
と

２９

１４

人
乗
り
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
２
台
の
計
４

台
で
ỏ
年
末
年
始
の
３
日
間
の
運
休

日
以
外
は
毎
日
運
行
し
て
い
る
Ố

利
用
者
か
ら
み
た
市

営
バ
ス
の
課
題
は

大
き
く
３
点
の
課
題

岩
田
地
域
支
援
課
長

市
営
バ
ス
の
改
善
点
や
課
題
を
把

高
齢
者
の
交
通
手

高
齢
者
の
交
通
手
段段

問答問答

握
す
る
た
め
ỏ
利
用
者
や
運
転
手
へ

の
聞
き
取
り
調
査
の
ほ
か
ỏ
地
区
住

民
と
の
意
見
交
換
会
を
行
ỳ
た
Ố
利

用
者
か
ら
見
た
市
営
バ
ス
の
課
題
は

大
き
く
３
点
あ
る
Ố

１
点
目
は
ỏ
バ
ス
の
運
行
ル
ồ
ト

や
ダ
イ
ヤ
と
い
ỳ
た
運
行
形
態
に
関

す
る
課
題
Ố
２
点
目
は
ỏ
バ
ス
停
の

環
境
や
時
刻
表
な
ど
利
用
環
境
に
関

す
る
課
題
Ố
３
点
目
は
ỏ
利
用
促
進

に
関
す
る
課
題
で
あ
る
Ố

買
い
物
や
病
院
等
へ

の
交
通
手
段
は

リ
フ
レ
ỽ
シ
ỿ
移
動
サ

ロ
ン
や
お
達
者
教
室

宮
崎
高
齢
者
介
護
課
長

運
転
で
き
な
い
人
ỏ
自
転
車
に
乗

れ
な
い
人
は
ỏ
市
バ
ス
や
タ
ク
シ
ồ

問答

の
利
用
ỏ
他
に
も
社
会
福
祉
協
議
会

で
行
わ
れ
て
い
る
リ
フ
レ
ỽ
シ
ỿ
移

動
サ
ロ
ン
や
お
達
者
教
室
の
買
い
物

送
迎
が
あ
る
Ố

地
域
で
支
え
あ
う
高

齢
者
の
交
通
手
段
は

具
体
化
し
て
い
な
い

宮
崎
高
齢
者
介
護
課
長

移
動
だ
け
で
は
な
く
ỏ
見
守
り
に

も
な
る
の
で
ỏ
非
常
に
重
要
だ
と
認

識
し
て
い
る
Ố
関
係
者
と
の
打
ち
合

わ
せ
や
勉
強
会
ỏ
市
民
向
け
の
研
修

会
を
行
ỳ
て
き
た
が
ỏ
具
体
的
に

な
ỳ
て
き
て
い
な
い
現
状
Ố
引
き
続

き
ỏ
取
り
組
ん
で
い
く
Ố

地
域
で
支
え
あ
う
事

業
が
具
体
的
に
な
ら

な
い
理
由
は

地
域
の
担
い
手
の

確
保
が
課
題

宮
崎
高
齢
者
介
護
課
長

住
民
互
助
の
移
動
サ
ồ
ビ
ス
は
ỏ

県
内
に
も
ほ
と
ん
ど
例
が
な
く
ỏ
自

治
会
の
役
員
ỏ
民
生
委
員
が
新
し
く

取
り
組
む
と
し
て
も
ỏ
ど
れ
ほ
ど
の

負
担
と
な
る
か
ỏ
責
任
リ
ス
ク
が
あ

る
か
わ
か
ら
な
い
不
安
が
あ
る
Ố
ま

た
ỏ
高
齢
化
な
ど
で
地
域
の
担
い
手

問答問答

が
い
な
い
難
し
さ
が
あ
る
Ố

タ
ク
シ
ồ
利
用
者
へ

の
補
助
は

医
療
機
関
送
迎
サ
ồ

ビ
ス
制
度
が
あ
る

宮
崎
高
齢
者
介
護
課
長

医
療
機
関
送
迎
サ
ồ
ビ
ス
は
ỏ
要

介
護
１
Ỗ
５
の
人
が
対
象
で
ỏ
住
民

税
非
課
税
で
定
期
的
な
病
院
受
診
な

ど
一
定
の
制
限
が
あ
る
が
ỏ
タ
ク

シ
ồ
や
介
護
タ
ク
シ
ồ
の
料
金
助
成

を
し
て
い
る
Ố

後
期
高
齢
者
の
運
転
免

許
返
納
者
の
人
数
は

各
年
７５
歳
以
上
は
返
納

者
全
体
の
約
７
割
程
度

宮
崎
高
齢
者
介
護
課
長

平
成
２９
年
は

２９

５９
人
ỏ平
成

２９

５９

３０
年
は

７６
人
ỏ令
和
元
年
は

７６

８２
人
Ố免
許
返
納

者
に
は
ỏ病
気
や
障
害
な
ど
で
後
期
高

齢
者
に
な
る
前
に
返
納
さ
れ
る
人
も

あ
り
ỏ各
年
７５
歳
以
上
は
返
納
者
全

体
の
約
７
割
ỏ７５
歳
未
満
は
約
３
割
Ố

７０
歳
以
上
の
運
転
免

許
保
有
者
の
人
数
は

問答運
転
免
許
返
納

運
転
免
許
返
納
者者

へ
の
対
へ
の
対
策策

問答問

４
６
６
５
人

宮
崎
高
齢
者
介
護
課
長

令
和
元
年
１２
月
末
時
点
で
ỏ

１２

７０
歳

以
上
の
運
転
免
許
保
有
者
は
ỏ
４
６

６
５
人
Ố運

転
免
許
返
納
の

啓
発
は

出
前
講
座
を
実
施

宮
崎
高
齢
者
介
護
課
長

運
転
免
許
返
納
の
啓
発
と
し
て
ỏ

介
護
予
防
教
室
の
い
き
い
き
ク
ラ
ブ

や
楽
習
広
場
で
ỏ
警
察
署
に
高
齢
者

安
全
教
室
を
実
施
し
て
も
ら
ỳ
て
い

る
Ố

ガ
イ
ド
本
の
作
製
は

連
携
し
て
効
果
的
な

方
法
を
検
討
す
る

宮
崎
高
齢
者
介
護
課
長

市
バ
ス
の
全
体
路
線
図
ỏ
時
刻
表

を
渡
し
て
も
ỏ
見
方
が
わ
か
ら
な
い

な
ど
ỏ
そ
の
人
に
合
ỳ
た
個
別
の
説

明
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
も
あ
る

が
ỏ
防
災
対
策
課
ỏ
地
域
支
援
課
と

連
携
し
て
効
果
的
な
方
法
を
検
討
し

て
い
く
Ố

答問答問答

小泉 潤議員

市営バス
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学
校
給
食
の

地
産
地
消

本
市
の
第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
ỏ
分
野
別
数
値

目
標
で
は
ỏ
学
校
給
食
へ
は
ỏủ
カ
チ

リ
Ứ
の
納
入
回
数
は
な
い
Ố
に
も
か

か
わ
ら
ず
ỏ
本
年
度
か
ら
納
入
し
て

い
る
の
は
な
ぜ
か
Ố

地
産
地
消
を

推
進
し
た
い

岡
林
商
工
水
産
課
長

以
前
は
異
物
混
入
選
別
機
に
よ
り

選
別
し
た
県
外
産
を
ủ
高
知
県
学
校

給
食
会
Ứ
か
ら
納
入
し
て
い
た
が
ỏ

地
元
加
工
業
者
等
の
ア
ン
ケ
ồ
ト
に

よ
り
ỏ
納
入
可
能
加
工
業
者
等
か
ら

本
年
２
月
か
ら
試
験
的
に
納
入
を
始

め
た
Ố

加
工
場
の
販
売
目
標

値
減

高
知
県
漁
協
手
結
支
所
加
工
場
の

産
業
振
産
業
振
興興

問答問

販
売
数
値
目
標
を
ỏ
次
年
度
以
降
減

額
し
て
い
る
要
因
は
Ố

漁
村
地
域
の

活
性
化
を
目
指
す

岡
林
商
工
水
産
課
長

漁
業
は
ỏ
好
不
漁
の
影
響
を
受

け
ỏ
全
国
的
な
相
場
に
左
右
さ
れ
や

す
い
Ố
過
去
３
年
間
の
販
売
額
の
平

均
値
を
数
値
目
標
と
す
る
こ
と
を
水

産
業
部
会
で
決
定
Ố
来
年
度
か
ら
ỏ

次
期
高
知
県
産
業
振
興
計
画
の
目
標

値
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
Ố

地
域
観
光
の
促
進

創
生
総
合
戦
略
に
お
い
て
ỏ
本
市

の
４
イ
ベ
ン
ト
を
見
込
ん
で
い
る

が
ỏ
歴
史
も
あ
る
ủ
手
結
盆
踊
り
Ứ

の
イ
ベ
ン
ト
集
客
は
ỏ
見
込
ま
な
い

か
Ố

次
回
策
定
委
員
会
で

検
討

西
内
企
画
財
政
課
長

創
生
総
合
戦
略
に
お
い
て
ỏ
観

光
・
交
流
の
場
づ
く
り
の
施
策
に
対

し
ỏủ
土
佐
赤
岡
ど
ろ
め
祭
り
・
絵
金

祭
り
・
み
な
こ
い
港
ま
つ
り
・
冬
の

夏
祭
り
Ứ
の
集
客
を
重
要
業
績
評
価

指
標
と
し
て
設
定
し
て
い
る
Ốủ
手

結
の
盆
踊
り
Ứ
を
は
じ
め
市
内
の
他

の
イ
ベ
ン
ト
を
含
め
再
度
検
討
す

る
Ố 答問答

地
産
地
消
の
拠
点
化

機
能
を
拡
充
す
る
場
所
は
ỏ
ど
こ

か
Ố

直
販
所
の
拡
充

岡
林
商
工
水
産
課
長

あ
ぐ
り
の
さ
と
は
ỏ
ト
イ
レ
の
拡

充
に
対
す
る
助
成
を
行
ỳ
た
Ố
天
然

色
市
場
は
ỏ
指
定
管
理
者
を
公
募

し
ỏ
事
業
計
画
審
査
し
た
が
ỏ
管
理

者
が
決
ま
ら
ず
ỏ
今
後
再
募
集
を
行

う
Ố
や
す
ら
ぎ
市
は
ỏ
計
画
的
に
備

品
類
の
入
れ
替
え
を
行
ỳ
て
い
る
Ố

今
後
は
情
報
発
信
の
強
化
を
図
り
ỏ

来
店
機
会
の
創
出
を
進
め
ỏ
直
販
所

機
能
を
拡
充
し
ỏ
集
客
増
加
を
図

る
Ố 問答

内
水
面
漁
業
の
振
興

水
産
業
部
会
で
ỏ
内
水
面
漁
業
の

振
興
策
は
考
え
て
い
る
か
Ố

関
係
者
と
協
力
し
て

進
め
る

岡
林
商
工
水
産
課
長

内
水
面
漁
業
の
販
売
額
と
し
て
の

数
値
目
標
は
設
定
し
て
い
な
い
が
ỏ

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
や
カ
タ
ロ
グ

販
売
で
内
水
面
の
水
産
物
も
販
売
さ

れ
て
お
り
ỏ
来
年
度
か
ら
ỏ
水
産
業

部
会
で
協
議
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
る
Ố

い
じ
め
問
題

先
に
ủ
い
じ
め
Ứ
に
つ
い
て
の
報

告
書
が
出
さ
れ
て
い
る
Ố
他
に
も

ủ
い
じ
め
Ứ
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
が

そ
の
内
容
は
Ố

重
大
事
態
の
疑
い
が

１
件

山
本
学
校
教
育
課
長

今
年
度
の
い
じ
め
の
件
数
は
ỏ
昨

年
度
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
ỏ
３
月
に

な
ỳ
て
ỏ
重
大
事
態
の
疑
い
が
１
件

報
告
さ
れ
ỏ
調
査
を
進
め
て
い
る
Ố

そ
の
件
は
学
校
内
の
ト
ラ
ブ
ル
か
ら

問答学
校
教
学
校
教
育育

問答

登
校
し
に
く
い
状
況
に
な
り
ỏ
区
域

外
の
学
校
に
変
わ
ら
れ
た
事
案
Ố

城
山
高
校
と
広
告

宣
伝
の
協
議

城
山
高
校
で
は
ỏ
平
成
３０
年
第

３０

７２

回
県
展
グ
ラ
フ
ỹ
ỽ
ク
デ
ザ
イ
ン
部

門
で
ỏ
３
年
生
が
手
掛
け
た
香
南
市

Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ồ
の
褒
状
と
入
選
が
あ

り
ỏ
令
和
元
年
に
は
ỏ
第
７３
回
県
展

グ
ラ
フ
ỹ
ỽ
ク
デ
ザ
イ
ン
部
門
で
ỏ

３
人
が
褒
状
を
受
け
て
い
る
Ố
ま

た
ỏ
地
元
企
業
や
観
光
協
会
な
ど
と

ủ
土
佐
塩
じ
Ỵ
こ
せ
ん
べ
い
Ứ
を
商

品
化
し
昨
年
９
月
ỏ
全
国
の
高
校
生

が
集
う
東
京
で
の
商
業
高
校
フ
ồ
ド

グ
ラ
ン
プ
リ
に
中
四
国
代
表
と
し

て
ỏ
出
場
し
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
Ố
本
市

の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
城
山
高
校
と
協
議
を

し
て
は
Ố城

山
高
校
デ
ザ
イ
ン

部
の
活
動

入
野
教
育
長

城
山
高
校
の
デ
ザ
イ
ン
部
の
作
品

は
大
変
レ
ベ
ル
が
高
く
ỏ
活
用
で
き

る
場
が
な
い
か
様
々
な
場
で
話
題
に

上
げ
た
Ố
香
我
美
図
書
館
に
お
い

て
ỏ
安
岡
章
太
郎
の
生
涯
を
漫
画
に

し
て
表
現
し
た
り
ỏ
吉
川
海
岸
の
堤

防
壁
画
や
ỏ
香
南
清
掃
組
合
の
壁
画

イ
ラ
ス
ト
作
成
な
ど
に
関
わ
ỳ
て
お

り
ỏ
協
働
で
き
る
案
件
が
な
い
か
ỏ

検
討
し
た
い
Ố

問答

北本 洋介議員
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基
本
計
画
書
ỏ
策
定

の
手
法
は

最
初
の
策
定
か
ら
１０
年
以
上
が
経

過
Ố
３
冊
の
基
本
計
画
書
が
策
定
さ

れ
て
い
る
が
ỏ
そ
の
手
法
は
Ố
以
前

に
一
般
質
問
で
ỏ
策
定
が
目
的
で
は

な
く
ỏ
策
定
過
程
の
大
切
さ
を
訴
え

た
Ố
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
策
定
委
員

任
せ
に
せ
ず
ỏシ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ワ
ồ

ク
シ
ἀ
ỽ
プ
の
開
催
を
提
案
し
た

が
ỏど
の
よ
う
な
手
法
を
使
ỳ
た
か
Ố

策
定
委
員
会
で

協
議
ỏ
策
定

田
中
人
権
課
長

男
女
ỏ
年
齢
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮

し
１２
人
で
策
定
委
員
会
を
設
置
Ố
平

成
２９
年
２９

１２
月
に
無
作
為
の
市
民
２
千

人
を
抽
出
し
意
識
調
査
を
実
施
し
ỏ

８３５
件
の
回
答
を
も
と
に
分
析
や
考
察

に
つ
い
て
協
議
Ố
各
課
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
内
容
を
踏
ま
え
た
実
施
計
画
を
作

成
後
ỏ
策
定
委
員
会
で
協
議
し
ỏ
策

定
し
た
Ố

男
女
共
同
参

男
女
共
同
参
画画

問答

女
性
管
理
職
の
割
合

と
積
極
的
な
登
用

本
市
役
所
の
全
管
理
職
員
数
と
全

管
理
職
に
占
め
る
女
性
の
人
数
と
割

合
Ố
そ
し
て
ỏ
１０
年
前
と
の
比
較
Ố

ま
た
ỏ
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
女
性

が
活
躍
す
る
時
代
だ
が
ỏ
女
性
管
理

職
の
積
極
的
な
登
用
に
対
す
る
見
解
Ố

本
年
度
の
割
合
は

２０
・
１
％

北
村
総
務
課
長

本
市
の
管
理
職
は
現
在
２９
人
ớ
保

育
所
長
ỏ
幼
稚
園
長
は
除
く
Ờ
で
う

ち
ỏ
女
性
は
６
人
Ố
女
性
の
占
め
る

割
合
は
２０
・
１
％
Ố

２０

１０
年
前
は
管
理

職
３２
人
の
う
ち
ỏ
女
性
は
２
人
で
ỏ

女
性
の
占
め
る
割
合
は
６
・
３
％
で
ỏ

か
な
り
伸
び
て
い
る
Ố

男
女
の
隔
て
な
く

登
用

田
内
副
市
長

男
女
の
隔
て
な
く
実
力
に
鑑
み
登

用
Ố全
体
で
は
女
性
職
員
が
多
い
が
ỏ

管
理
職
に
な
る
５０
代
の
女
性
職
員
の

割
合
が
３７
％
で
男
性
よ
り
少
な
い
こ

と
が
要
因
の
一
つ
に
な
ỳ
て
い
る
Ố

問答答

ど
う
な
ỳ
て
い
る

地
産
地
消
率

野
市
・
香
我
美
・
夜
須
の
給
食
セ

ン
タ
ồ
統
合
か
ら
５
年
半
が
経
過
Ố

第
３
期
食
育
推
進
計
画
で
は
ỏ
令
和

４
年
度
の
地
場
産
物
の
使
用
割
合
の

目
標
値
が
４０
％
と
高
い
Ố
そ
の
理
由

と
地
産
地
消
率
の
推
移
は
Ố

平
成
３０
年
度
は

３６
％

野
島
農
林
課
長

統
合
前
の
地
産
地
消
率
は
約
２０
Ỗ

２５
％
Ố

２５

２７
年
度
か
ら

２５

２７

３０
年
度
ま
で
は

３０
％
を
超
え
て
い
る
Ố
目
標
値
を

３０

４０

％
と
し
た
の
は
ỏ
２６
年
度
に

２６

１０
品
目

だ
ỳ
た
主
要
品
目
が
３０
年
度
に
は

３０

１８

品
目
に
ま
で
拡
大
で
き
た
た
め
Ố

運
営
・
調
理
の

課
題
は

栄
養
教
諭
が
４
人
か
ら
２
人
へ
と

半
減
し
た
た
め
学
級
活
動
の
食
育
指

導
や
地
域
と
の
交
流
事
業
が
３
割
程

度
減
ỳ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
ỏ運
営

や
調
理
に
お
け
る
課
題
は
あ
る
か
Ố

調
理
員
の

研
修
機
会
の
不
足

山
本
学
校
教
育
課
長

調
理
技
術
に
つ
い
て
の
研
修
機
会

が
な
く
ỏ
市
単
独
で
研
修
会
を
開
く

学
校
給
学
校
給
食食

問答問答

な
ど
の
対
策
が
必
要
で
あ
る
Ố
ま

た
ỏ
臨
時
職
員
等
の
離
職
が
多
く
ỏ

そ
の
都
度
ỏ
職
員
の
確
保
に
苦
慮
し

て
い
る
Ố民

間
委
託

ど
の
よ
う
な
方
法
で

委
託
あ
り
き
で
は
な
い
と
の
こ
と

だ
が
ỏ
今
後
ど
の
よ
う
な
方
法
で
検

討
し
て
い
く
か
Ố

比
較
検
討
か
ら

始
め
る

山
下
教
育
次
長

安
全
性
を
確
保
し
た
上
で
ỏ
よ
り

効
率
的
で
安
定
的
な
運
営
を
行
う
た

め
ỏ
直
営
と
民
間
委
託
を
比
較
検
討

す
る
Ố
他
の
自
治
体
の
状
況
調
査

や
ỏ
業
務
実
績
の
あ
る
民
間
業
者
か

ら
の
聞
き
取
り
に
よ
り
調
査
を
進
め

る
Ố
給
食
セ
ン
タ
ồ
運
営
委
員
会

や
ỏ
保
護
者
ỏ
議
員
の
意
見
も
聞
い

て
い
く
Ố

問答

ど
う
取
り
組
む

学
力
格
差

子
ど
も
の
貧
困
対
策
大
綱
が
５
年

ぶ
り
に
見
直
さ
れ
ỏ
閣
議
決
定
さ
れ

た
Ố
既
に
小
学
校
の
段
階
か
ら
ỏ
親

の
経
済
状
況
に
よ
る
子
ど
も
の
学
力

格
差
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
ỏ
そ
れ

に
対
す
る
本
市
の
取
り
組
み
は
Ố

分
か
る
授
業
の
提
供

山
本
学
校
教
育
課
長

一
人
一
人
に
分
か
る
授
業
を
提
供

す
る
こ
と
で
ỏ
し
ỳ
か
り
と
し
た
学

力
を
つ
け
る
Ố
そ
の
た
め
教
職
員
の

資
質
ỏ
指
導
力
の
向
上
は
重
要
で
ỏ

教
職
員
は
常
に
研
修
に
励
ん
で
い
る
Ố

ひ
と
り
親
家
庭
の
世

帯
数
と
全
体
に
占
め
る

割
合
ỏそ
し
て
支
援
策

中
学
校
で
１２０
世
帯

山
本
学
校
教
育
課
長

保
育
所
６２
世
帯
で
割
合
は

６２

１０
・
８

％
Ố
幼
稚
園
１３
世
帯
で
５
％
Ố
小
学

校
１６７
世
帯
で

１６７

１３
％
Ố
中
学
校

１６７

１３

１２０
世
帯

で
１８
・
１
％
Ố
保
育
料
の
減
額
制
度
ỏ

就
学
援
助
制
度
で
経
済
的
支
援
を
実

施
Ố
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
様
々

な
相
談
体
制
を
整
え
て
い
る
Ố

子
ど
も
の
貧
困
対

子
ど
も
の
貧
困
対
策策

問答問答

斉藤 朋子議員

学校給食
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ừ
１
月
Ử

１７
日議

会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

ớ
市
議
会
だ
よ
り
ừ
№
５４
Ử
の
編

集
等
Ờ

２７
日総

務
常
任
委
員
会

ớ
香
南
市
防
災
情
報
通
信
・
管
理
シ

ス
テ
ム
整
備
事
業
の
内
容
説
明
等
Ờ

ừ
２
月
Ử

３
日議

会
運
営
委
員
会

ớ
第
８７
回
香
南
市
議
会
臨
時
会
の

会
期
及
び
会
議
の
予
定
等
Ờ

６
日議

会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

ớ
市
議
会
だ
よ
り
ừ
№
５４
Ử
の
編

集
等
Ờ

１４
日議

会
運
営
委
員
会

ớ
第
８８
回
香
南
市
議
会
定
例
会
の

会
期
及
び
会
議
の
予
定
・
意
見
書
の

取
り
扱
い
等
Ờ

各
委
員
会
の
開
催
状
況

１７
日議

会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

ớ
市
議
会
だ
よ
り
ừ
№
５４
Ử
の
編

集
等
Ờ

ừ
３
月
Ử

５
日一

般
会
計
当
初
予
算
審
査
特
別
委

員
会ớ

正
副
委
員
長
の
互
選
Ờ

９
日総

務
常
任
委
員
会

ớ
第
８８
回
定
例
会
付
託
議
案
審
査

５
件
等
Ờ

一
般
会
計
当
初
予
算
審
査
特
別
委

員
会ớ

第
１
分
科
会
審
査
Ờ

１０
日産

業
建
設
常
任
委
員
会

ớ
第
８８
回
定
例
会
付
託
議
案
審
査

７
件
等
Ờ

一
般
会
計
当
初
予
算
審
査
特
別
委

員
会ớ

第
３
分
科
会
審
査
Ờ

１１
日教

育
民
生
常
任
委
員
会

ớ
第
８８
回
定
例
会
付
託
議
案
審
査

１０
件
等
Ờ

一
般
会
計
当
初
予
算
審
査
特
別
委

員
会ớ

第
２
分
科
会
審
査
Ờ

１７
日一

般
会
計
当
初
予
算
審
査
特
別
委

員
会ớ

議
案
第
２８
号

令
和
２
年
度
香

南
市
一
般
会
計
予
算
審
査
等
Ờ

２４
日議

会
運
営
委
員
会

ớ
第
８８
回
香
南
市
議
会
定
例
会
の

追
加
提
案
等
Ờ

ừ
４
月
Ử

１７
日議

会
運
営
委
員
会

ớ
第
８９
回
香
南
市
議
会
臨
時
会
の

会
期
及
び
会
議
の
予
定
等
Ờ

ừ
５
月
Ử

８
日議

会
運
営
委
員
会

ớ
第
８９
回
香
南
市
議
会
臨
時
会
の

会
期
及
び
会
議
の
予
定
等
Ờ

１２
日議

会
運
営
委
員
会

ớ
委
員
長
の
互
選
・
副
委
員
長
の
互

選
・
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査
等
Ờ

総
務
常
任
委
員
会

ớ
委
員
長
の
互
選
・
副
委
員
長
の
互

選
・
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査
等
Ờ

産
業
建
設
常
任
委
員
会

ớ
委
員
長
の
互
選
・
副
委
員
長
の
互

選
・
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査
等
Ờ

教
育
民
生
常
任
委
員
会

ớ
委
員
長
の
互
選
・
副
委
員
長
の
互

選
・
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査
等
Ờ

１８
日こ

う
な
ん
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委

員
会ớ

正
副
委
員
長
の
互
選
・
市
議
会
だ

よ
り
ừ
№
５５
Ử
の
編
集
等
Ờ

２５
日議

会
運
営
委
員
会

ớ
第
９０
回
香
南
市
議
会
定
例
会
の

会
期
及
び
会
議
の
予
定
ỏ
意
見
書
の

取
り
扱
い
等
Ờ

２８
日総

務
常
任
委
員
会

ớ
令
和
元
年
度
債
権
管
理
条
例
に

基
づ
く
債
権
放
棄
及
び
南
国
・
香
南
・

香
美
租
税
債
権
管
理
機
構
の
徴
収
実

績
ỏ
租
税
等
の
収
納
状
況
等
Ờ

令
和
２
年
度
香
南
市
一
般
会
計
予

算
に
つ
い
て
ỏ
議
長
を
除
く
１８
人
を

も
ỳ
て
構
成
す
る
ỏ
一
般
会
計
当
初

予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ỏ

こ
れ
に
付
託
の
上
ỏ
審
査
す
る
こ
と

に
な
ỳ
た
Ố

委
員
長

宮

城

正

樹

議
員

副
委
員
長

樽

本

冨
佐
子

議
員

一
般
会
計
当
初
予
算
審
査

特
別
委
員
会
設
置
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令
和
２
年
５
月
１２
日
に
臨
時
市
議
会
が
開
催

さ
れ
ỏ
議
長
及
び
副
議
長
の
選
出
ỏ
各
常
任
委

員
会
な
ど
の
組
織
が
決
定
し
た
Ố

議

長

斉
藤

朋
子

副
議
長

上
田

瀧
雄

議
長
あ
い
さ
つ

香
南
市
誕
生
以
来
１４
年
余
り
の
歳
月
を
経
て

新
庁
舎
が
落
成
し
ỏ
新
し
い
シ
ス
テ
ム
が
導
入

さ
れ
た
議
場
が
で
き
ま
し
た
Ố
そ
の
最
初
の
議

長
と
し
て
ỏ
ま
た
ỏ
香
南
市
初
の
女
性
議
長
と

し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
ỏ
責
任
の
重
さ

を
痛
感
し
ỏ
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
Ố

５
つ
の
重
点
施
策
に
向
か
ỳ
て
令
和
２
年
度

が
ス
タ
ồ
ト
し
ま
し
た
が
ỏ
合
併
し
て
１５
年
に

な
る
来
年
度
か
ら
地
方
交
付
税
が
減
額
さ
れ
ỏ

財
政
状
況
が
厳
し
さ
を
増
す
上
ỏ
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で
ỏ
国
そ
の
も
の
が
危

機
的
状
況
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
Ố

そ
ん
な
中
ỏ
議
会
の
２
つ
の
使
命
で
あ
る

ủ
具
体
的
な
政
策
の
最
終
決
定
Ứ
と
ủ
行
財
政

運
営
の
批
判
と
監
視
Ứ
を
達
成
で
き
る
よ
う
私

た
ち
議
員
は
懸
命
に
努
力
を
し
ỏ
職
責
を
果
た

す
と
と
も
に
ỏ
議
員
自
ら
ỏ
市
民
の
声
を
聞
き
ỏ

市
民
の
ニ
ồ
ズ
を
捉
え
ỏ
議
会
内
で
の
活
発
な

議
論
を
深
め
て
市
民
の
負
託
に
応
え
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
Ố

執
行
機
関
と
は
一
歩
離
れ
二
歩
離
れ
な
い
姿

勢
が
大
切
で
す
が
ỏ
協
力
体
制
を
取
り
つ
つ
ỏ

議
会
の
究
極
の
目
的
で
あ
る
ủ
住
民
福
祉
の
増

進
Ứ
に
向
か
ỳ
て
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
Ố

議
長
の
立
場
は
ỏ
基
本
的
に
は
ỏ
あ
く
ま
で

中
立
的
で
ỏ
会
議
に
お
い
て
は
不
偏
・
不
党
ỏ

公
正
に
議
事
を
指
導
す
る
よ
う
精
い
ỳ
ぱ
い
努

力
を
い
た
し
ま
す
Ố

市
民
の
皆
様
に
は
ỏ
ぜ
ひ
一
度
議
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
す
る
と
共
に
ỏ

香
南
市
議
会
へ
の
ま
す
ま
す
の
ご
支
援
ỏ
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ỏ
就
任
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
Ố

常
任
委
員
会

本
市
議
会
に
は
ỏ
議
案
や
請
願
を
詳
細
に
審

査
し
ỏ
市
の
事
務
を
専
門
的
に
調
査
す
る
た

め
ỏ
３
つ
の
常
任
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
お

り
ỏ
議
員
は
い
ず
れ
か
の
委
員
会
に
所
属
す
る

こ
と
に
な
ỳ
て
い
る
が
ỏ
議
長
は
中
立
か
つ
公

平
な
議
会
運
営
に
臨
む
た
め
辞
退
し
て
い
る
Ố

ớ
以
下
ỏủ
◎
Ứ
ộ
委
員
長
ỏủ
○
Ứ
ộ
副
委
員

長
ỏ
掲
載
順
序
は
年
齢
順
Ờ

総総総総総総総総総総
務務務務務務務務務務
常常常常常常常常常常
任任任任任任任任任任
委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員

総
務
常
任
委
員
会会会会会会会会会会会

庶
務
ỏ
財
政
ỏ
消
防
防
災
ỏ
税
務
及
び
他
の

常
任
委
員
会
に
属
さ
な
い
事
務
を
所
管
す
る
Ố

◎
西
内

治
水

○
山
本

孝
志

眞
辺

慶
一

志
磨
村

公
夫

山
中

昭

馴
田

文
雄

産産産産産産産産産産
業業業業業業業業業業
建建建建建建建建建建
設設設設設設設設設設
常常常常常常常常常常
任任任任任任任任任任
委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員

産
業
建
設
常
任
委
員
会会会会会会会会会会会

産
業
経
済
ỏ
建
設
土
木
ỏ
上
下
水
道
に
関
す

る
事
務
を
所
管
す
る
Ố

◎
小
泉

潤

○
片
山

透

宮
崎

晃
行

岡
本

司

宮
城

正
樹

濱
口

涼
子

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
ののののののののののののののののののののののののののののののののの
新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体

市
議
会
の
新
体
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制
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教教教教教教教教教教
育育育育育育育育育育
民民民民民民民民民民
生生生生生生生生生生
常常常常常常常常常常
任任任任任任任任任任
委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員

教
育
民
生
常
任
委
員
会会会会会会会会会会会

教
育
民
生
に
関
す
る
事
務
を
所
管
す
る
Ố

◎
樽
本

冨
佐
子

○
土
居

り
え

上
田

瀧
雄

北
本

洋
介

林

道
夫

中
屋

和
彦

議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会
運運運運運運運運運運
営営営営営営営営営営
委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員

議
会
運
営
委
員
会会会会会会会会会会会

議
会
の
円
滑
な
運
営
を
行
う
た
め
に
常
時
置

か
れ
て
い
る
委
員
会
で
ỏ
議
事
の
順
序
や
進
め

方
な
ど
を
協
議
す
る
Ố

◎
眞
辺

慶
一

○
宮
崎

晃
行

西
内

治
水

樽
本

冨
佐
子

小
泉

潤

山
本

孝
志

片
山

透

濱
口

涼
子

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

議
会
改
革
の
調
査
研
究
を
行
う
目
的
で
設
置

す
る
Ố

◎
山
本

孝
志

○
小
泉

潤

西
内

治
水

上
田

瀧
雄

斉
藤

朋
子

眞
辺

慶
一

樽
本

冨
佐
子

北
本

洋
介

志
磨
村

公
夫

宮
崎

晃
行

林

道
夫

山
中

昭

土
居

り
え

岡
本

司

中
屋

和
彦

片
山

透

宮
城

正
樹

濱
口

涼
子

馴
田

文
雄

工
業
用
水
対
策
特
別
委
員
会

香
南
工
業
用
水
道
事
業
対
策
の
調
査
推
進
及

び
地
下
水
涵
養
対
策
を
推
進
す
る
目
的
で
設
置

す
る
Ố

◎
眞
辺

慶
一

○
小
泉

潤

上
田

瀧
雄

宮
崎

晃
行

岡
本

司

片
山

透

宮
城

正
樹

自
衛
隊
対
策
特
別
委
員
会

陸
上
自
衛
隊
高
知
駐
屯
地
の
環
境
対
策
に
関

す
る
調
査
目
的
で
設
置
す
る
Ố

◎
中
屋

和
彦

○
土
居

り
え

西
内

治
水

樽
本

冨
佐
子

北
本

洋
介

志
磨
村

公
夫

濱
口

涼
子

議
会
選
出
監
査
委
員

馴
田

文
雄

一
部
事
務
組
合
議
会
議
員

香
南
清
掃
組
合
議
会
議
員

斉
藤

朋
子

西
内

治
水

香
南
香
美
衛
生
組
合
議
会
議
員

斉
藤

朋
子

小
泉

潤

片
山

透

香
南
斎
場
組
合
議
会
議
員

上
田

瀧
雄

樽
本

冨
佐
子

香
南
香
美
老
人
ホ
ồ
ム
組
合
議
会
議
員

斉
藤

朋
子

樽
本

冨
佐
子

土
居

り
え
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香
南
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

で
は
ỏ
今
号
か
ら
数
回
に
わ
た
り
ỏ

香
南
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
の

中
か
ら
い
く
つ
か
の
事
業
を
ピ
ỽ
ク

ア
ỽ
プ
し
て
紹
介
し
ỏ
市
民
の
皆
様

の
市
政
へ
の
理
解
の
一
助
と
な
る
よ

う
発
信
し
て
い
き
ま
す
Ố

今
回
は
ỏ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
う
ち
経
済
対
策
事
業

及
び
防
災
対
策
事
業
に
つ
い
て
ỏ
商

工
観
光
課
長
と
防
災
対
策
課
長
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ỿ
ồ
を
行
い
ま
し
た
の

で
ỏ
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
Ố

特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集新

型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
事
業

ừ
商
工
観
光
課
長
に

イ
ン
タ
ビ
ỿ
ồ
！
Ử

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

負
け
な
い
！

岡
林
商
工
観
光
課
長

飲
食
業
や
観
光
業
が
大
変
と
い
う

ニ
ỿ
ồ
ス
が
全
国
的
に
報
道
さ
れ
ま

し
た
Ố
け
れ
ど
も
ỏ
セ
ồ
フ
テ
ỹ

ネ
ỽ
ト
保
証
や
危
機
関
連
保
証
の
認

本
市
の
事
業
者
に
ど
の
よ
う

な
影
響
が
で
て
い
ま
す
か
Ố

定
状
況
を
見
て
み
る
と
ỏ
本
市
で

は
ỏ
飲
食
業
だ
け
で
な
く
ỏ
製
造
業

や
建
設
業
ỏ
そ
の
他
の
多
く
の
事
業

者
に
つ
い
て
も
影
響
が
出
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
Ố

つ
ま
り
ỏ
本
市
で
は
ỏ
飲
食
業
だ

け
で
な
く
ỏ
幅
広
く
ỏ
さ
ま
ざ
ま
な

産
業
に
影
響
が
出
て
い
る
状
況
で

す
Ố

岡
林
商
工
観
光
課
長

急
激
な
売
上
減
少
で
ỏ
資
金
繰
り

が
苦
し
い
と
い
ỳ
た
声
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
お
り
ま
す
Ố
何
と
か
効
果
的

な
支
援
を
し
て
ほ
し
い
と
い
ỳ
た
要

望
を
多
く
の
方
か
ら
い
た
だ
き
ま
し

た
Ố

岡
林
商
工
観
光
課
長

高
知
県
で
は
ỏ
４
月
２２
日
に
事
業

者
の
皆
様
に
ủ
高
知
県
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
緊
急
事
態

措
置
等
Ứ
を
要
請
し
ỏ
事
業
者
の
皆

さ
ま
に
施
設
の
使
用
停
止
や
施
設
の

営
業
時
間
の
短
縮
の
協
力
要
請
を
し

ま
し
た
Ố

ど
の
よ
う
な
相
談
や
要
望
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
か
Ố

高
知
県
か
ら
の
休
業
要
請
に

応
じ
た
市
内
事
業
者
は
ど
れ

ぐ
ら
い
あ
り
ま
し
た
か
Ố

こ
の
要
請
に
応
じ
て
ỏ
休
業
し
た

市
内
事
業
者
は
か
な
り
の
数
に
な
り

ま
す
Ố

資
料
に
よ
る
と
ỏ
市
内
で
休
業
し

た
事
業
者
は
９０
件
近
く
に
な
り
ỏ
対

象
と
な
る
事
業
者
の
大
部
分
が
休
業

し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
Ố

ご
協
力
い
た
だ
い
た
事
業
者
や
従

業
員
の
皆
様
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま

す
Ố

岡
林
商
工
観
光
課
長

幅
広
く
ỏ
事
業
者
を
救
済
す
る
に

は
ỏ
新
し
い
制
度
を
つ
く
る
必
要
が

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
Ố
国
の
持
続
化

給
付
金
は
売
り
上
げ
が
前
年
同
月
比

で
５０
％
以
上
減
少
し
な
け
れ
ば
対
象

に
な
ら
ず
ỏ
救
済
で
き
な
い
市
内
事

業
者
が
た
く
さ
ん
い
た
か
ら
で
す
Ố

本
市
独
自
の
給
付
金
ủ
香
南

市
事
業
者
等
応
援
給
付
金
Ứ

を
設
け
た
趣
旨
等
は
Ố

香南市の新型コロナウイルス対策関連事業（抜粋）
事業者応援施策（商工観光課関連）
①香南市事業者等応援給付金
②香南市産業振興計画推進事業費補助金
③香南市小規模事業者持続化補助金
④香南市先端設備等導入支援事業費補助金
⑤香南市事業者相談窓口の設置
⑥高知県休業等要請協力金負担金
避難所対策（防災対策課関連）
①マスク購入事業
②簡易間仕切り購入事業
③アルコール消毒液等避難者必要物品の確保事
業
④簡易ベッド（段ボール製）購入事業
⑤非接触型体温計、感染防護服等購入事業
その他
①重症化しやすい人に備蓄用マスク配布
・人工透析者、心臓疾患のある方、呼吸疾患の
ある方、75歳以上の高齢者がいる家庭

②住居確保給付金
③高収益作物次期作支援交付金

特
集
記
事

特
集
記
事
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た
だ
し
ỏ一
か
ら
事
業
を
設
計
し
ỏ

実
施
す
る
の
に
時
間
も
か
か
る
こ
と

か
ら
ỏ
国
の
制
度
の
基
準
を
変
え

て
ỏ
売
り
上
げ
の
減
少
幅
が
前
年
同

月
比
２０
Ỗ
２０

５０
％
未
満
の
方
を
対
象
と

す
る
ỏ
香
南
市
事
業
者
等
応
援
給
付

金
を
創
設
し
ま
し
た
Ố

本
市
の
制
度
を
参
考
に
ỏ
県
内
自

治
体
に
同
様
の
給
付
金
が
広
が
り
ま

し
た
が
ỏ国
の
制
度
の
み
で
は
救
済

で
き
な
い
事
業
者
の
数
が
そ
れ
だ
け

多
い
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
Ố

市
内
の
事
業
者
で
ỏ
条
件
に
当
て

は
ま
る
方
は
ỏ
で
き
る
だ
け
本
制
度

を
利
用
し
て
い
た
だ
き
ỏ
苦
境
を
乗

り
越
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
念
願
し

て
い
ま
す
Ố

岡
林
商
工
観
光
課
長

商
工
会
の
リ
ス
ト
を
も
と
に
ỏ
直

接
郵
送
し
て
ご
案
内
し
ま
し
た
Ố

ま
た
ỏ
農
業
者
や
漁
業
者
に
は
ỏ

Ｊ
Ａ
や
漁
協
ỏ
ま
た
ỏ
や
す
ら
ぎ
市

等
を
通
し
て
手
渡
し
で
案
内
も
し
ま

し
た
Ố

情
報
を
受
け
取
れ
な
い
方
が
出
な

い
よ
う
に
ỏ
さ
ら
に
ỏ
新
聞
等
の
チ

ラ
シ
で
の
広
報
を
行
う
べ
く
準
備
し

て
い
ま
す
Ố

事
業
者
へ
の
周
知
は
ど
の
よ

う
に
行
い
ま
す
か
Ố

岡
林
商
工
観
光
課
長

昨
日
ớ
６
月
１７
日
Ờ
現
在
で
ỏ
受

付
開
始
か
ら
ỏ
約
半
月
で
ỏ
す
で
に

２５
件
の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
Ố

申
請
事
業
者
か
ら
は
ỏ
国
の
一
人

当
た
り
１０
万
円
の
特
別
定
額
給
付
金

に
引
き
続
い
て
ỏ
市
の
支
援
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
て
あ
り
が
た
い
と

い
ỳ
た
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
Ố

取
り
組
ん
で
良
か
ỳ
た
と
思
ỳ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
Ố

本
市
独
自
の
給
付
金
の
市
内

事
業
者
の
反
応
は
Ố

商工観光課長にインタビュー
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岡
林
商
工
観
光
課
長

さ
ら
な
る
支
援
策
も
構
想
中
で
ỏ

提
案
で
き
る
よ
う
に
準
備
し
て
い
ま

す
Ố今

後
ỏ
第
２
波
ỏ
第
３
波
が
来
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
ỏ
前
を
向
い
て

進
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
Ố
市
内
事
業
者
が
ỏ
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
立
ち
向
か
う
勇
気
が
出

る
よ
う
な
施
策
を
全
力
で
立
案
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
Ố

岡
林
商
工
観
光
課
長

現
在
ỏ
色
々
な
面
で
自
粛
の
延
長

線
上
に
あ
る
と
言
え
ま
す
Ố
市
民
の

皆
さ
ん
が
前
に
向
い
て
進
ん
で
い
け

る
よ
う
に
ỏ
ま
た
ỏ
少
し
で
も
以
前

の
生
活
や
事
業
活
動
が
取
り
戻
せ
る

よ
う
に
ỏ
商
工
観
光
課
と
し
て
ỏ
全

力
で
事
業
者
の
支
援
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
Ố

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
ỏ
お
気
軽
に
ỏ
ご
意
見
や
ご
要
望

を
商
工
観
光
課
ま
で
お
寄
せ
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
Ố

今
後
の
支
援
策
は
Ố

市
民
の
皆
さ
ん
に
メỽセ
ồ
ジ
を
Ố

ừ
防
災
対
策
課
長
に

イ
ン
タ
ビ
ỿ
ồ
！
Ử

万
全
の
対
策
で
ỏ

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
も
ỏ

災
害
に
も
強
い

香
南
市
を
！

岡
㟒
防
災
対
策
課
長

台
風
や
大
雨
の
時
期
に
想
定
さ
れ

る
の
が
ỏ
避
難
所
の
開
設
や
住
民
の

皆
様
の
避
難
で
す
Ố
特
に
ỏ
避
難
所

に
は
ỏ
不
特
定
多
数
の
方
が
集
ま
ỳ

て
き
ま
す
の
で
ỏ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
が
起
こ
ら
な
い
か

心
配
し
て
い
る
市
民
の
皆
様
も
多
い

と
思
い
ま
す
Ố
防
災
対
策
課
と
し
て

も
ỏ
こ
の
こ
と
が
一
番
の
課
題
と
認

識
し
て
い
ま
す
Ố

こ
の
課
題
に
対
し
て
ỏ
今
ỏ
市
で

は
ỏ
全
庁
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
Ố

出
水
期
を
迎
え
る
に
あ
た
ỳ

て
ど
の
よ
う
な
課
題
が
想
定

さ
れ
ま
す
か
Ố

岡
㟒
防
災
対
策
課
長

市
内
で
開
設
す
る
予
定
の
避
難
所

は
ỏ
の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ồ
ỏ

香
我
美
市
民
館
ỏ
夜
須
公
民
館
ỏ
赤

岡
市
民
館
ỏ
吉
川
防
災
コ
ミ
ỿ
ニ

テ
ỹ
セ
ン
タ
ồ
の
５
カ
所
の
予
定
で

す
Ố
こ
の
５
カ
所
の
避
難
所
に
関
し

て
ỏ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
対
応
し
た
避
難
所
運
営
マ
ニ
ỿ
ア

ル
を
現
在
策
定
中
で
ỏ
ほ
ぼ
出
来
上

が
ỳ
て
い
ま
す
ớ
６
月
１８
日
現
在
ỜỐ

ま
た
ỏ
避
難
さ
れ
て
き
た
方
用
に
段

ボ
ồ
ル
製
の
間
仕
切
り
や
簡
易
ベ
ỽ

ド
ỏ
ア
ル
コ
ồ
ル
消
毒
液
等
を
備
蓄

し
て
い
ま
す
Ố
さ
ら
に
ỏ
職
員
の
感

染
防
止
対
策
と
し
て
ỏ
フ
ỻ
イ
ス

シ
ồ
ル
ド
ỏ
感
染
防
護
服
ỏ
非
接
触

型
体
温
計
な
ど
も
準
備
し
て
い
ま

す
Ố

岡
㟒
防
災
対
策
課
長

①
一
般
の
避
難
者
の
方
ỏ
②
発

熱
ỏ
咳
等
の
症
状
が
あ
る
方
ỏ
③
濃

厚
接
触
者
と
判
断
さ
れ
た
方
の
避
難

課
題
解
決
の
た
め
に
ど
の
よ
う

な
準
備
を
し
た
り
計
画
を
立

て
た
り
し
て
い
ま
す
か
Ố

避
難
所
で
ỏ
発
熱
者
が
出
た

ら
ど
う
す
る
か
等
ỏ
ど
の
よ
う

に
対
策
を
立
て
て
い
ま
す
か
Ố

す
る
場
所
を
分
け
て
ỏ
避
難
所
を
３

つ
に
ゾ
ồ
ニ
ン
グ
す
る
計
画
で
す
Ố

受
け
付
け
は
１
つ
で
す
が
ỏ
動
線

は
ỏ
完
全
に
３
つ
に
分
け
て
避
難
所

運
営
マ
ニ
ỿ
ア
ル
を
策
定
中
で
す
Ố

職
員
が
適
切
に
運
営
で
き
る
よ
う

に
ỏ
ま
た
ỏ
間
仕
切
り
等
を
手
際
よ

く
設
置
で
き
る
よ
う
に
ỏ
で
き
れ

ば
ỏ
６
月
中
に
避
難
所
運
営
訓
練
を

行
え
る
よ
う
に
ỏ
今
準
備
中
で
す
Ố

岡
㟒
防
災
対
策
課
長

ま
ず
ỏ
ご
自
身
が
住
ん
で
い
る
場

所
が
ど
う
い
う
状
況
か
を
確
認
し
て

ほ
し
い
で
す
Ố
家
の
裏
山
が
ど
の
よ

避
難
す
る
に
あ
た
ỳて
ỏ
市
民

の
皆
さ
ん
に
注
意
し
て
ほ
し
い

こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
Ố

う
に
な
ỳ
て
い
る
か
ỏ
ま
た
ỏ
近
く

に
氾
濫
の
危
険
の
あ
る
河
川
が
な
い

か
等
の
状
況
を
事
前
に
確
認
し
て
ỏ

危
険
が
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
ỏ
あ
え

て
避
難
を
す
る
こ
と
は
な
い
と
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
Ố

ま
た
ỏ
親
戚
や
友
人
宅
が
安
全
な

場
所
に
あ
る
な
ら
ば
ỏ
そ
う
い
ỳ
た

場
所
へ
の
避
難
も
検
討
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
Ố

さ
ら
に
ỏ
市
も
ỏ
避
難
所
に
マ
ス

ク
や
消
毒
液
を
備
蓄
は
し
ま
す
が
ỏ

市
民
の
皆
様
も
マ
ス
ク
や
簡
単
な
食

事
や
水
等
を
事
前
に
用
意
し
て
い
た

だ
い
て
ỏ
安
心
安
全
な
避
難
が
で
き

る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
Ố岡

㟒
防
災
対
策
課
長

現
在
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
に
避
難
に
関

し
て
の
注
意
事
項
を
掲
載
し
て
い
ま

す
Ố
ま
た
ỏ
７
月
号
の
市
の
広
報
誌

に
風
水
害
に
対
応
し
た
避
難
方
法
の

特
集
記
事
を
載
せ
る
の
で
参
考
に
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
Ố

こ
れ
か
ら
も
ỏ
い
ろ
い
ろ
な
情
報

を
発
信
し
て
い
き
ま
す
の
で
ỏ
ホ
ồ

ム
ペ
ồ
ジ
等
を
見
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
Ố

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
周
知
方

法
は
Ố

防災対策課長にインタビュー
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岡
㟒
防
災
対
策
課
長

第
２
波
ỏ
第
３
波
の
可
能
性
も
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
ỏ
そ
れ
を

ど
れ
だ
け
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
か

が
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
Ố
そ
の
た
め
に
も
ỏ
市
民
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
ỏ
新
し
い
生
活

様
式
を
実
践
し
て
ỏ
３
密
を
避
け
て

い
た
だ
き
ỏ
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
Ố
食
事
や

ス
ポ
ồ
ツ
を
す
る
際
等
様
々
な
場
面

で
の
注
意
事
項
も
国
等
か
ら
出
て
い

ま
す
の
で
ỏ
参
考
に
し
て
い
た
だ
け

コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
は
長
期

的
な
も
の
に
な
る
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
Ố今
後
ỏ感
染
症
対
策
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
か
Ố

れ
ば
と
思
い
ま
す
Ố

高
知
県
で
は
ỏ
現
在
ỏ
い
ỳ
た
ん

収
ま
ỳ
た
か
の
よ
う
な
状
況
で
は
あ

り
ま
す
が
ỏ
市
と
し
て
は
油
断
す
る

こ
と
な
く
ỏ
啓
発
活
動
や
ỏ
マ
ス
ク

や
消
毒
液
等
の
備
蓄
に
も
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
ỏ
市
民
の
皆
様
お
一

人
お
一
人
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
Ố

岡
㟒
防
災
対
策
課
長

職
場
上
の
自
粛
や
休
業
ỏ
学
校
の

休
業
ỏ
外
出
の
自
粛
な
ど
ỏ
今
ま
で

に
な
い
困
難
な
状
況
の
中
ỏ
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

防
止
に
向
け
た
ỏ
市
民
の
皆
様
の
一

方
な
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ

市
民
の
皆
さ
ん
に
メỽセ
ồ
ジ
を
Ố

り
ỏ
高
知
県
で
は
現
在
安

定
し
た
状
況
に
な
ỳ
て
い

ま
す
Ố

予
防
接
種
ワ
ク
チ
ン

や
ỏ
特
効
薬
は
ま
だ
開
発

段
階
で
あ
り
ỏ
第
２
波
ỏ

第
３
波
の
感
染
拡
大
も
危

惧
さ
れ
ỏ
影
響
は
長
引
く

こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
Ố
今
後
は
日
常
生
活
に

お
け
る
感
染
防
止
対
策
と

し
て
ỏủ
新
し
い
生
活
様

式
Ứ
の
実
践
や
ủ
密
集
・

密
接
・
密
閉
の
３
密
Ứ
を

避
け
る
な
ど
ỏ
市
民
の
皆

様
も
一
緒
に
感
染
拡
大
防

止
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
Ố市

と
い
た
し
ま
し
て

も
ỏ
第
２
波
ỏ
第
３
波
を

見
据
え
た
対
策
や
ỏ
落
ち

込
ん
だ
市
民
生
活
や
地
域

経
済
を
元
に
戻
し
ỏ
さ
ら

に
発
展
さ
せ
る
た
め
の
第

２
弾
ỏ
第
３
弾
の
支
援
施

策
に
も
取
り
組
み
ỏ
市
民

の
皆
様
と
一
緒
に
こ
の
難

局
を
乗
り
越
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
Ố
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員
の
活
動
や
市
政
方
針
に
つ
い

て
の
議
論
な
ど
を
ỏ
実
際
に
見
聞
き

さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
Ỷ
う

か
Ố
個
人
で
も
団
体
で
も
自
由
に
傍

聴
で
き
ま
す
Ố

な
お
ỏ
傍
聴
に
あ
た
ỳ
て
は
ỏ
傍

聴
席
入
り
口
に
て
ỏ
受
付
票
に
氏
名

と
住
所
の
記
載
を
お
願
い
し
ま
す
Ố

９
月
定
例
会
の
開
催
予
定

˔
９
月
２
日
ớ
水
Ờ

９
時
３０
分
か
ら
市
長
の
諸
般
報

告
・
議
案
審
議

˔
９
月
９
日
ớ
水
Ờ・
１０
日
ớ
木
Ờ・

１１
日
ớ
金
Ờ

９
時
３０
分
か
ら
一
般
質
問

˔
９
月
１４
日
ớ
月
Ờ

９
時
３０
分
か
ら
議
案
質
疑
・
付
託

ớ
一
部
議
案
の
審
議
Ờ・
委
員
会
審

査
˔
９
月
１４
日
ớ
月
Ờ・

１４

１５
日
ớ
火
Ờ

９
時
３０
分
か
ら
委
員
会
審
査

˔
９
月
２４
日
ớ
木
Ờ

９
時
３０
分
か
ら
委
員
長
報
告
・
議

案
審
議
・
採
決
・
閉
会

議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

お
知
ら
せ
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３０

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
ỏ
本
市
で
も
ỏ
小
中
学

校
の
休
校
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中

止
が
相
次
ぐ
中
ỏ
３
月
定
例
議

会
ỏ
５
月
臨
時
議
会
を
行
い
ま
し

た
Ố
特
に
ỏ
５
月
臨
時
議
会
は
ỏ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
避

難
所
運
営
の
予
算
等
を
審
査
し
ま

し
た
が
ỏ
出
水
の
季
節
を
迎
え
ỏ

本
市
で
も
ỏ
７
月
初
め
に
は
ỏ
避

難
勧
告
が
発
令
さ
れ
る
な
ど
ỏ
避

難
所
の
感
染
症
対
策
は
喫
緊
の
課

題
で
す
Ố
市
議
会
と
し
て
も
ỏ
こ

の
難
局
を
乗
り
越
え
る
た
め
ỏ
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
Ố

今
号
よ
り
特
集
記
事
の
掲
載
を

始
め
ま
し
た
が
ỏ
第
１
回
の
今
回

は
ỏ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

事
業
の
う
ち
ỏ
経
済
対
策
と
防
災

対
策
を
掲
載
し
ま
し
た
Ố
市
民
の

皆
様
が
少
し
で
も
前
を
向
け
る
内

容
に
す
る
べ
く
ỏ
思
い
を
込
め
て

編
集
し
ま
し
た
の
で
ỏ
読
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
Ố

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
は
５

月
か
ら
新
た
な
メ
ン
バ
ồ
に
な
り

ま
し
た
Ố
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
ỏ
新
体
制
の
発

足
や
編
集
作
業
が
遅
れ
ỏ
６
月
発

行
の
予
定
が
ỏ
８
月
発
行
と
な
り

ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
Ố
次
号
は
１０
月
に
発
行
す
る

予
定
で
す
の
で
ỏ
ご
理
解
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
Ố

令
和
２
年
度
ớ
こ
う
な
ん
市
議

会
だ
よ
り
№
５５
Ỗ
№

５５

５８
Ờ
は
ỏ
新

し
く
以
下
５
人
の
編
集
委
員
に
て

発
行
し
て
い
き
ま
す
Ố

委
員
長

宮

崎

晃

行

議
員

副
委
員
長

山

本

孝

志

議
員

委
員岡

本

司

議
員

中

屋

和

彦

議
員

馴

田

文

雄

議
員

こ
う
な
ん
市
議
会
だ
よ
り

編
集
委
員
会
委
員

新 議 場




